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   平成 27 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 
  目的  
 本資料は，平成 27 年度全国学力・学習状況調査の実施後，各教育委員会や学校が速やかに
生徒の学力や学習の状況，課題等を把握するとともに，それらを踏まえて調査対象学年及び
他の学年の生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができるよう作成
したものです。 
  特徴  
 
「教科に関する調査」の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を
盛り込んでいます。 
 「教科に関する調査」の各問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，
解答類型，正答や予想される誤答の解説，学習指導の改善・充実を図る際のポイント等を記
述しています。 
 
全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 
 本調査は，第２学年までの内容を出題しています。対象学年である第３学年だけではなく，
全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考となります。 
 各設問の「学習指導要領における領域・内容」には，該当する学年を示していますので，
学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に，活用することができます。 
 
調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 
 調査結果が出る前の段階から，自校での採点を含め，日々の学習指導の改善・充実を図る
際に役立てることができるように作成しています。 
※調査結果を公表する際，調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントなどを示した「報告書」を作成します。 
 
 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 
 本調査では，一人一人の生徒の具体的な解答状況を把握できるよう，設定する条件などに
即して解答を分類，整理するためのものとして，「解答類型」を設けています。 
 正誤だけではなく，一人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）に着目して，学
習指導の改善・充実を図ることができます。 
 
関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 
 「学習指導に当たって」では，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例などの該
当ページも記載しています。 
 学習指導の改善・充実を図る際は，これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の報告書・授業アイディア例などは，国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることが
できます。（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 
  本資料の活用に当たって  
Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって 
調査問題作成の基本理念，問題作成の枠組みについて解説しています。 
Ⅱ 調査問題一覧表 
  問題の概要，出題の趣旨，関係する学習指導要領の領域・内容，評価の観点，問題形式を
一覧表にまとめています。 
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Ⅲ 調査問題の解説（出題の趣旨，解説，学習指導に当たって等） 
調査問題について，出題の趣旨，解説（解答類型，学習指導要領における領域・内容），
学習指導に当たって等を記述しています。（設問によっては，記述のない項目もあります。） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜解答類型＞  一人一人の生徒の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定する条件など
に即して解答を分類，整理するためのものです。正答例，誤答例を示すとともに，必要
に応じて「正答について」，「誤答について」の解説を加えていますので，自校での採
点を行う際や，一人一人の生徒の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目し
た学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 
＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 
              類型０      ･･･「無解答」（解答の記入のないもの） 
 
 
 
３．学習指導に当たって 
 学習指導の改善・充実を図る際の参考にしてください。また，調査問題に関係する領域・内容につい
て，各学年での日々の学習指導に際しても活用することができます。 
 なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該当ページを
記載していますので，これらの資料も併せて活用すると，より効果的です。 
＊２ 日々の学習指導に生かすために 
＊１ 一人一人の生徒の解答状況を把握するために 
 
 
調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものも
あります。 
 
 
 
１．出題の趣旨 
 調査問題ごとに出題の意図，把握し
ようとする力，場面設定などについて
記述しています。 
 
 
 
 
２．解説 
趣旨 
 設問ごとの出題の意図，把握しよ
うとする力などを示しています。 
■学習指導要領における領域・内容 
 調査対象学年及び他の学年の生徒
への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指
導要領における領域・内容を示して
います。 
■評価の観点 
 設問に関係する評価の観点を示し
ています。 
解答類型（下欄の＊１を参照） 
   一人一人の生徒の解答状況を把握
することができるように，設問にお
ける解答類型を示しています。 
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Ⅳ 解答用紙（正答（例）） 
調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 
Ⅴ 点字問題（抜粋） 
点字問題の一部を，当該設問の解答類型とともに掲載しています。 
Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 
拡大文字問題の一部を，当該設問の通常問題及び作成に当たって配慮した点とともに掲載
しています。 
 
※本資料では，以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
 ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 
「４年間のまとめ【○学校編】」
 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 
 授業アイディア例 ○学校 ○○」 
「平成○年度【○学校】
 
 授業アイディア例」
 
※図はイメージです。
 
■正答について 
正答についての解説を適宜記述
しています。 
■誤答について 
予想される誤答についての解説
を適宜記述しています。 
（参考） 
   過去の関連する問題，解説資料，
報告書，授業アイディア例等を記
載しています。 
 ４．出典等 
  著作物からの出題の場合に，出
典及び著作権者等について示して
います。 
  また，問題作成に当たって参考
としたものについても示していま
す。 
 ３．学習指導に当たって 
（前ページ下欄の＊２を参照）
学習指導の改善・充実を図る際
のポイントを記述しています。 
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中学校数学科の調査問題作成に当たって
１ 調査問題作成の基本理念
全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議による報告書『全国的な学力調査の具
体的な実施方法等について（報告）』（平成１８年４月）では，全国的な学力調査における調査問
題の出題範囲・内容について，各学校段階における各教科等の土台となる基盤的な事項に絞った
上で，表１のように調査問題作成の基本理念を整理することが適当であるとされている。
表１ 調査問題作成の基本理念
主として「知識」に関する問題
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及
（以下，「知識」の問題という。）
ぼす内容や，実生活において不可欠であり常に活用できる
ようになっていることが望ましい知識・技能など
主として「活用」に関する問題
知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々
（以下，「活用」の問題という。）
な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力
などに関わる内容
本調査の調査問題は，以上の点を踏まえながら，中学校学習指導要領（平成２０年告示，平成
２４年度から全面実施）に示された中学校数学科の目標・内容等に基づいて作成している。
２ 問題作成の枠組み
調査問題は，その内容により，上記の調査問題作成の基本理念に沿って，「知識」の問題と「活
用」の問題の２種類を出題した。
（１）領域等と評価の観点
出題の範囲として，「知識」の問題，及び「活用」の問題のいずれも，「数と式」，「図形」，
「関数」，「資料の活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。
また，評価の観点として，「知識」の問題では，「数学的な技能」，及び「数量や図形などに
ついての知識・理解」に関わるものを中心に出題した。一方，「活用」の問題では，上記２つ
の観点に「数学的な見方や考え方」の観点を加えたものを主たる評価の観点とした。
なお，「数学への関心・意欲・態度」に関わる学習状況は，質問紙調査を中心に調査するこ
ととしている。
（２）「知識」の問題の枠組み
中学校数学科の「知識」の問題は，小学校第６学年から中学校第２学年までに身に付けてお
くべきものを焦点化して出題することとした。
なお，調査時間は４５分間である。
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（３）「活用」の問題の枠組み
中学校数学科の「活用」の問題は，中学校数学科の指導の狙いからみて，どのような場面で，
どのような数学的な知識・技能などが用いられるか，また，それぞれの場面で生徒のどのよう
な力を評価しようとするかを明確にして出題することとした。そのために，「活用」の問題の
枠組みを，当該の数学的な知識・技能などについて，「活用の文脈や状況」，「活用される数学
科の内容（領域）」，「数学的なプロセス」の３つの視点から，表２のように整理することとし
た。そして，表２の「数学的なプロセス」であるα1～3，β1・2，γ1～3の内容を出題の趣旨
として問題の作成に当たった。
なお，調査時間は４５分間である。
表２ 「活用」の問題作成の枠組み
活用の文 主たる評
活用される
活用する力
脈や状況 価の観点
数学科の内 数 学 的 な プ ロ セ ス
容（領域）
α： α1：日常的な事象等を数学化すること
知識・技能 α1(1)ものごとを数・量・図形等に着目して観察
などを実生 すること
活の様々な 数学的な α1(2)ものごとの特徴を的確に捉えること
場面で活用 実生活や 見方や考 数と式 α1(3)理想化，単純化すること
する力 身の回り え方 α2：情報を活用すること
の事象で α2(1)与えられた情報を分類整理すること
の考察 α2(2)必要な情報を適切に選択し判断すること
α3：数学的に解釈することや表現すること
図 形 α3(1)数学的な結果を事象に即して解釈すること
数学的な α3(2)解決の結果を数学的に表現すること
技能
β： 他教科な β1：問題解決のための構想を立て実践すること
様々な課題 どの学習 β1(1)筋道を立てて考えること
解決のため 関 数 β1(2)解決の方針を立てること
の構想を立 β1(3)方針に基づいて解決すること
て実践し評 β2：結果を評価し改善すること
価・改善す β2(1)結果を振り返って考えること
る力 算数・数 数量や図 β2(2)結果を改善すること
学の世界 形などに 資料の活用 β2(3)発展的に考えること
での考察 ついての
γ： 知識・理 γ1：他の事象との関係を捉えること
上記α，β 解 γ2：複数の事象を統合すること
の両方に関 γ3：事象を多面的に見ること
わる力
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（４）問題形式
問題形式は，「選択式」，「短答式」，「記述式」の３種類とした。「記述式」の詳細は，次の
とおりである。
(a) 見いだした事柄や事実を説明する問題（事柄・事実の説明）
数量や図形などの考察対象や問題場面について，成り立つと予想される事柄や事実を見いだ
す問題を出題し，それを的確に捉え直し，前提とそれによって説明される結論の両方を数学的
に表現する力をみることとした。
事柄や事実を数学的に表現することは，後の学習において逆の意味を吟味したり，解の吟味
の必要性に気づいたりするなど，論理的に考えを進めながら新たな知識を習得できるようにす
る上で大切である。そこで，「○○は，△△である。」のような形で，「前提（○○）」と，そ
れによって説明される「結論（△△）」の両方を記述することを解答として求めた。《Ｂ２(3)》
(b) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題（方法・手順の説明）
事象について，数学的に考察する場面でのアプローチの方法や手順を説明する問題を出題し，
構想を立てたり，それを評価・改善したりする力をみることとした。
問題解決の過程を自ら振り返ったり，他者と協働的に問題を解決したりする上で，方法や手
順を的確に記述したり伝え合ったりすることが大切である。そこで，「○○を用いて，△△す
る。」のような形で，「用いるもの（○○）」（例えば，グラフ，式，表など）と，「用い方（△△）」
（例えば，x と y の関係式にある数値を代入して求めることなど）の両方を記述することを解
答として求めた。《Ｂ３(2)，Ｂ６(2)》
(c) 事柄が成り立つ理由を説明する問題（理由の説明）
説明すべき事柄について，その根拠と成り立つ事柄を示して理由を説明する問題を出題し，
論理的な思考力や表現力をみることとした。
ある事柄が成り立つ理由を数学的に説明する際には，説明の対象となる成り立つ事柄を明確
にした上で，その根拠を指摘することが大切である。そこで，「○○であるから，△△である。」
のような形で，「根拠（○○）」と，「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述することを解答と
して求めた。
なお，理由の説明の問題では，「示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式(c-1)」と，
「説明すべき事柄を判断し，その根拠を記述する形式(c-2)」の２つのタイプを出題した。
(c-1) … 《Ｂ２(2)，Ｂ４(2)，Ｂ５(2)》
(c-2) … 《Ｂ１(3)》
◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ付き問題の作成について
本調査では，視覚障害のある生徒に配慮した点字問題，拡大文字問題，日本語指導が必
要な生徒に配慮したルビ付き問題を作成している。
点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮
し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述による説明に替えたりするなど）を
行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行っている。
拡大文字問題では，対象となる生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字や図版
等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラスト，レイ
アウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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調査問題一覧表　【中学校数学】　
Ａ　主として「知識」に関する問題
数
と
式
図
形
関
数
資
料
の
活
用
関
心
・
意
欲
・
態
度
数
学
へ
の
見
方
や
考
え
方
数
学
的
な
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
選
択
式
短
答
式
記
述
式
(１) 12：９ と等しい比を選ぶ
小６
数量
(１)
○ ○
(４)
ある日の最低気温を基準にして，その前日の
最低気温との差から，前日の最低気温を求め
る
１(１)
ア,エ ○ ○
(１) ５x－x を計算する １(２)ウ ○
(４)
連続する３つの整数のうち最も小さい整数を
n とするとき，それらの和が中央の整数の３
倍になることを，n を用いた式で表す
２(１)
イ ○ ○
(１) 一元一次方程式 ７x＝５x＋４ を解く際に用いられている等式の性質を選ぶ
１(３)
イ ○ ○
(４) 連立二元一次方程式　　　　            を解く ２(２)ウ ○
(１) 直方体において，与えられた辺に垂直な面を書く
１(２)
ア ○ ○
(４) 与えられた式で体積が求められる立体を全て選ぶ
１(２)
ウ ○ ○
 a が正の数のとき，a×（－２）の計算の結
果について，正しい記述を選ぶ
(2)
問題形式
○
○ ○
○
○
○○
直角三角形の斜辺を軸として回転させてでき
る立体を選ぶ
△ＡＢＣを，矢印の方向に４ｃｍ平行移動し
た図形をかく
与えられた投影図から立体を読み取り，その
立体を選ぶ
１(２)
イ
１(２)
イ
○
２(１)
ウ ○
１(２)
エ ○
１(１)
イ
問
題
番
号
問
題
の
概
要
学習指導要領の領域 評価の観点
(２) 12－２×（－６）を計算する １(１)ウ ○
１
(３)
２
２(２)
ウ
(２)
赤いテープの長さが a ｃｍで，白いテープの
長さの３／５倍のとき，白いテープの長さを
a を用いた式で表す
(３)
(２)
(３) 連立二元一次方程式をつくるために着目する数量を表した式を選ぶ
１(１)
イ
１(１)
ア
垂線の作図で利用されている図形の性質を選
ぶ(１)
(２) 一元一次方程式 1.2x－６＝0.5x＋１ を解く
１(３)
ウ
(３) 等式 ２x－y＝５ を y について解く
５
３
○
４
○
○
○
○
○
○
○
○
○
数
学
的
な
技
能
○
（
概
要）
出
題
の
趣
旨
比の意味を理解している
加減乗除を含む正の数と負の数の
計算において，計算のきまりにし
たがって計算できる
正の数と負の数の乗法について理
解している
正の数と負の数の意味を，実生活
の場面に結び付けて理解している
一次式の減法の計算ができる
数量の関係を文字式に表すことが
できる
等式を目的に応じて変形すること
ができる
文字を用いた式で数量の関係を説
明するための構想を理解している
方程式を解く場面における等式の
性質の用い方について理解してい
る
小数を含む一元一次方程式を解く
ことができる
具体的な事象における数量の関係
を捉え，連立二元一次方程式をつ
くることができる
簡単な連立二元一次方程式を解く
ことができる
垂線の作図が図形の対称性を基に
行われていることを理解している
平行移動した図形をかくことがで
きる
空間における直線と平面の垂直に
ついて理解している
直角三角形の斜辺を軸とする回転
によって構成される空間図形の形
を理解している
与えられた投影図から空間図形を
読み取ることができる
与えられた式を用いて体積を求め
ることができる立体を理解してい
る
４x＋２y＝５
x ＋ y ＝２
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数と
式
図
形
関
数
資
料
の
活
用
関
心
・
意
欲
・
態
度
数
学
へ
の
見
方
や
考
え
方
数
学
的
な
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
選
択
式
短
答
式
記
述
式
(１) ひし形ＡＢＣＤにおいて，ＡＣ⊥ＢＤが表す性質を選ぶ
２(２)
ウ ○
７
(３)
与えられた方法で作図された四角形が，いつ
でも平行四辺形になることの根拠となる事柄
を選ぶ
２(２)
ウ ○ ○
８
９
(１) 反比例のグラフを選ぶ １(１)エ ○ ○
10
(３) 比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求める
１(１)
　エ ○
11
13
(２) 比例 y ＝ ２x のグラフ上の点Ａの x 座標が３のときの y 座標を求める
(２)
(２)
２(１)
ア
１(１)
ウ,エ ○
対頂角は等しいことの証明について正しい記
述を選ぶ
２
(１)ア
(２)イ
証明で用いられている三角形の合同条件を書
く
２(２)
ア
同位角の位置にある角について正しい記述を
選ぶ
○
○
○○
12
２(１)
イ
時間と道のりの関係を表すグラフを基に，出
発してから15分後にいる地点までの家から
の道のりを求める
(２)
(１) 時間と道のりの関係を表すグラフから，速さが最も速い区間を選ぶ
一次関数の表から，x と y の関係を表した式
を選ぶ
２(１)
イ ○
一次関数の表から，x と y の関係
を式で表すことができる
○
○○
○
○
○
問題形式評価の観点
６
(１)
学習指導要領の領域
○
２(１)
イ
四角形を五角形に変えたときの，内角の和の
変化について正しい記述を選ぶ
問
題
番
号
問
題
の
概
要
数
学
的
な
技
能
反復横とびの記録の中央値を求める
○
時間と道のりの関係を表すグラフ
について，グラフの傾きが速さを
表すことを理解している
時間と道のりの関係を表すグラフ
から，与えられた時間における道
のりを読み取ることができる
二元一次方程式の解を座標とする
点の集合は，直線として表される
ことを理解している
与えられた資料から中央値を求め
ることができる
二元一次方程式 x＋y＝３ の解を座標とする
点の集合として正しいものを選ぶ
２(１)
ウ
 y が x の関数でない事象を選ぶ １(１)ア
２(１)
イ
○
○(１) １(１)ア
14
(２) 度数分布表について，ある階級の度数を求める
(１) セットメニューの選び方の総数を求める
小６
数量
(５)
○
15
(２) さいころを投げるときの確率について正しい記述を選ぶ
２(１)
ア ○ ○
○ ○
○
○
○
○
○１(１)ア
○
○○
○
（
概
要）
出
題
の
趣
旨
同位角の意味を理解している
与えられた資料の度数分布表につ
いて，ある階級の度数を求めるこ
とができる
起こり得る場合を順序よく整理
し，場合の数を求めることができ
る
多数回の試行の結果から得られる
確率の意味を理解している
多角形の内角の和の性質を理解し
ている
証明の根拠として用いられている
三角形の合同条件を理解している
作図の根拠として用いられている
平行四辺形になるための条件を理
解している
ひし形の「対角線は垂直に交わ
る」という性質を，記号を用いた
表現から読み取ることができる
証明の必要性と意味を理解してい
る
関数の意味を理解している
反比例のグラフがx 軸，y 軸に限
りなく近づく２つのなめらかな曲
線であることを理解している
与えられた比例の式について，そ
のグラフ上の点の x 座標を基に y
座標を求めることができる
与えられた比例のグラフから，x
の変域に対応する y の変域を求め
ることができる
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調査問題一覧表　【中学校数学】　
Ｂ　主として「活用」に関する問題
数
と
式
図
形
関
数
資
料
の
活
用
関
心
・
意
欲
・
態
度
数
学
へ
の
見
方
や
考
え
方
数
学
的
な
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
選
択
式
短
答
式
記
述
式
(１) 投映距離と投映画面の高さの関係を式で表す １(1)エ,オ ○
１
(３) 映像の明るさを２倍にするための投映画面の面積の変え方を選び，その理由を説明する
１(1)
エ,オ ○
(１)
連続する３つの整数が19，20，21のとき,
それらの和が中央の整数の３倍になるかどう
かを確かめる式を書く
２(１)
イ,ウ ○
２
(３) 連続する５つの整数の和について成り立つ事柄を表現する
２(１)
イ,ウ ○
(１) １回目の調査で，落とし物の合計のうち，文房具の占める割合を求める式を答える
小5
数量
 (3)
１(1)
イ
○
５
(3)
記名のある落とし物を１個１点，ない落とし
物を１個２点として集計するとき，表彰する
学級の決め方として正しい記述を選ぶ
２(1)
イ ○
※　評価の観点は，数量や図形に関する技能（小学校）に対応させている。
○○２(１)イ
(１)
ポップアップカードを90°に開いたとき，
四角形ＥＦＧＨが正方形になる場合のＥＦの
長さを求める
２回目の調査の方が落とし物の状況がよく
なったとは言い切れないと主張することもで
きる理由を，グラフを基に説明する
(２)
○
１(1)
イ
４
(２)
正方形ＡＢＣＤを平行四辺形ＡＢＣＤに変え
ても，ＡＥ＝ＣＦとなることの証明を完成す
る
(１) 証明で用いた三角形の合同を根拠として，証明したこと以外に新たにわかることを選ぶ
１(2)
イ
２(2)
ウ
2(１)
イ ○
３
(２)
四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺形になる
ように点Ｆの位置を決める方法を，平行四辺
形になるための条件を用いて説明する
６
底面になる円の半径の長さが８cmのとき，
表や式から，側面になるおうぎ形の中心角の
大きさを求める方法を説明する
(2)
(1) 中心角の大きさ x と半径の長さ y の間にある関係について，正しい記述を選ぶ
○
○
１(2)
イ
２(2)
ウ
○
○
○
問
題
番
号
問題形式評価の観点学習指導要領の領域
○
○
○
(２) 投映画面がスクリーンに収まり，できるだけ大きく映し出すことができる投映距離を選ぶ
○
(２) 連続する3つの整数の和が中央の整数の３倍になることの説明を完成する
２(２)
ア,ウ
２(２)
イ,ウ
○
○
○
○ ○
○
○
○○
○
○
問
題
の
概
要
２(１)
イ,ウ
数
学
的
な
技
能
１(1)
エ,オ
（
概
要）
出
題
の
趣
旨
与えられた情報から必要な情報を
選択し，的確に処理することがで
きる
必要な情報を選択して的確に処理
し，その結果を事象に即して解釈
することができる
事象を式の意味に即して解釈し，
その結果を数学的な表現を用いて
説明することができる
振り返って立てられた構想に沿っ
て，事象を数学的に表現し，その
意味を解釈することができる
与えられた式を基に，事象におけ
る２つの数量の関係が比例である
ことを判断できる
与えられた表や式を用いて，問題
を解決する方法を数学的に説明す
ることができる
事柄が成り立つ理由を，構想を立
てて説明することができる
発展的に考え，予想した事柄を説
明することができる
平面図形と空間図形を関連付けて
事象を考察し，その特徴を的確に
捉えることができる
図形に着目して考察した結果を基
に，問題解決の方法を図形の性質
を用いて説明することができる
証明を振り返り，新たな性質を見
いだすことができる
発展的に考え，条件を変えた場合
について証明することができる
与えられた情報から必要な情報を
選択し，的確に処理することがで
きる
資料の傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明
することができる
問題場面における考察の対象を明
確に捉えることができる
※
-12-
??
???????
??????? ??? ????? ???????????
?
??
???? ???? ??????
-13-
数学Ａ１ 比の意味・正の数と負の数とその計算
１．出題の趣旨
比の意味を理解しているかどうかをみる。
正の数と負の数の四則計算ができるかどうかをみる。
正の数と負の数の四則計算の意味を理解しているかどうかをみる。
正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付けて理解しているかどうかをみる。
設問(1)は，等しい比の意味に関する問題である。等しい比の意味を理解することは，比例，
反比例や縮図・拡大図などを理解する際に必要であることから，その学習の状況を把握するた
めに出題した。
設問(3)は，正の数と負の数の四則計算の意味に関する問題である。正の数と負の数の四則
計算の仕方を理解することは，中学校数学科の学習全般において必要であることから，その学
習の状況を把握するために出題した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
比の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔小学校第６学年〕 Ｄ 数量関係
(1) 比について理解できるようにする。
■評価の観点
数量や図形についての知識・理解（小学校）
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (1) １ ア と解答しているもの。（３：４）
２ イ と解答しているもの。（４：３） ◎
３ ウ と解答しているもの。（９：６）
４ エ と解答しているもの。（９：１２）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
※複数の類型に該当する解答については，上位の類型に分類する。（以下同様。）
■正答について
１２：９の１２と９をそれぞれ同じ数でわってできる比は，すべて等しくなる。１２÷３＝４，
９÷３＝３ だから，１２：９＝４：３ になる。したがって，「４：３」になる。
（参考）
○関連する問題
・平成21年度【中学校】数学Ａ１(1)
１５：９＝５：□ の□に当てはまる数を求める。（正答率89.1％）
（参照）「平成21年度【中学校】解説資料」P.16～ P.19
「平成21年度【中学校】報告書」P.228～ P.229
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設問(２)
趣旨
加減乗除を含む正の数と負の数の計算において，計算のきまりにしたがって，計算で
きるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則計算ができるよう
にするとともに，正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。
ウ 正の数と負の数の四則計算をすること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (2) １ ２４ と解答しているもの。 ◎
２ ０ と解答しているもの。
３ －６０ と解答しているもの。
４ ６０ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「０」という解答が想定される。これは，１２－（－１２）を１２－１２とし
て計算したと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ１(4) ８－５×（－６） を計算する 77.8％ P.16～ P.19 P.141，P.145
H24Ａ１(2) ６－（－７） を計算する 89.2％ P.14～ P.18 P.210，P.212
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設問(３)
趣旨
正の数と負の数の乗法の意味について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則計算ができるよう
にするとともに，正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。
イ 小学校で学習した数の四則計算と関連付けて，正の数と負の数の四則計算の意味
を理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (3) １ ア と解答しているもの。（ a より大きい。）
２ イ と解答しているもの。（ a と等しい。）
３ ウ と解答しているもの。（ a より小さい。） ◎
４ エ と解答しているもの。（ a より大きいか小さいか決まらない。）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
（正の数）×（負の数）は，絶対値の積に負の符号を付けた数になる。a が正の数のとき，
a ×（－２）は負の数になるので，「a ×（－２）は，a より小さい。」になる。
■誤答について
誤答例として，「a ×（－２）は，a より大きい。」の選択が想定される。これは，a が正の
数のとき，乗法の計算結果はもとの数より大きくなると捉えていると考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成20年度【小学校】算数Ａ３
小数の乗法及び除法の式で，計算の答えが被乗数，被除数より大きくなるものを選ぶ。
（正答率45.3％）
（参照）「平成20年度【小学校】解説資料」P.24～ P.25
「平成20年度【小学校】報告書」P.188～ P.189
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設問(４)
趣旨
実生活の場面において，ある基準に対して反対の方向や性質をもつ数量が正の数と負
の数で表されることを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則計算ができるよう
にするとともに，正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。
ア 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。
エ 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりすること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (4) １ －５ と解答しているもの。 ◎
２ －１ と解答しているもの。
３ ５ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
ある日の最低気温は前日の最低気温より２℃高いことから，前日の最低気温はある日の最
低気温より２℃低いことがわかる。これを式に表して計算すると，（－３）－２＝－５ とな
る。したがって，「－５（℃）」になる。
－５ －３ ０
ある日前日
２小さい
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ１(2)
正の数と負の数で表した２つの市の最低気
77.6％ P.16～ P.18 P.194，P.196
温の差を求める
H22Ａ１(3)
図書館から借りた本の冊数について，
86.1％ P.15～ P.18 P.178，P.181
１５０冊を基準にして１２８冊を負の数で表す
H25Ａ１(4)
東京の時刻を基準にして，東京とカイロの
65.6％
P.14， P.24，
時差を表す P.17～ P.18 P.27～ P.28
H26Ａ１(4)
大縄跳びの跳んだ回数について，３５回を
91.3％
P.14， P.24，
基準にして３８回を正の数で表す P.17～ P.19 P.28～ P.29
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.26～ P.27
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.22
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３．学習指導に当たって
① 等しい比の意味について理解できるようにする （対応設問：設問(1)）
等しい比の意味について理解できるようにするために，比に使われている２つの数に同じ
数をかけたり，２つの数を同じ数でわったりしても，その比の値は変わらないことを確認す
る場面を設定することが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，１２：９について，１２と９の公約数３でわることや，
１２ ４１２：９の比の値が ＝ であることから，１２：９＝４：３ であることを見いだす活動９ ３
を取り入れることが考えられる。
なお，等しい比の意味について理解することは，相似の学習や日常生活で比を利用する際
に必要である。
② 正の数と負の数の範囲で，計算のきまりにしたがって計算できるようにする
（対応設問：設問(2)）
正の数と負の数の範囲において，計算のきまりにしたがって確実に計算できるようにする
ために，小学校で学習したことと同様に，乗除を加減より先行するという計算のきまりにし
たがって計算する必要があることを確認する場面を設定することが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，次のような誤りのある計算について，計算のきまり
に着目してその誤りを見いだし，正しく計算し直す活動を取り入れることが考えられる。
③ 正の数と負の数の範囲で，被乗数と積の大きさの関係について理解できるようにする
（対応設問：設問(3)）
被乗数と積の大きさの関係について理解できるようにするために，被乗数と乗数の符号で
場合分けし，それぞれの場合の積の符号や大小関係について調べる場面を設定することが考
えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，被乗数 a が正の数の場合には，－２をかけた結果が
負の数になることから，積が被乗数 aよりも小さいことを符号で判断する活動を取り入れる
ことが考えられる。さらに，被乗数 aを負の数としたり，乗数－２を別の数に変えたりして，
被乗数と積の大きさの関係を考察する場面を設定することが考えられる。
④ 正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付けて理解できるようにする
（対応設問：設問(4)）
正の数と負の数の意味を理解できるようにするために，実生活の様々な場面における数量
や増減などを，正の数と負の数を用いて表す場面を設定することが考えられる。
設問(4)において，ある日の最低気温と前日の最低気温との差から前日の最低気温を求め
る式は（－３）－２となることを，温度計の模型を操作したり，数直線上に表したりして確
認する活動を取り入れることが考えられる。
１２－２×（－６）
＝（１２－２）×（－６）
＝１０×（－６）
＝－６０
＜誤りのある計算例＞
-20-
数学Ａ２ 文字式の計算とその利用
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１．出題の趣旨
文字式の計算ができるかどうかをみる。
数量の関係や法則などを文字式に表すことができるかどうかをみる。
関係を表す式を，等式の性質を用いて目的に応じて変形できるかどうかをみる。
説明のための構想の必要性と意味を理解しているかどうかをみる。
設問(2)は，数量の関係や法則などを文字式に表す問題であり，「基準量を求めるために除法
が用いられることを理解すること」について課題がみられた（平成24年度【小学校】算数Ａ３
(2)（正答率41.3％））ことから出題した。
設問(3)は，関係を表す式を，等式の性質を用いて目的に応じて変形する問題である。等式
の変形は，方程式を解いたり，二元一次方程式を関数を表す式とみて考察したりする際に必要
であることから，その学習の状況を把握するために出題した。
設問(4)は，説明のための構想の必要性と意味に関する問題であり，「事柄が成り立つ理由を，
示された方針に基づいて説明すること」について課題がみられた（平成24年度【中学校】数学
Ｂ２(1)（正答率38.8％））ことから出題した。
なお，本年度【中学校】数学Ｂ２では，本問題と同一の場面を取り上げており，設問(2)で，
連続する３つの整数の和は，中央の整数の３倍になることを説明する問題を出題している。
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２．解説
設問(１)
趣旨
一次式の減法の計算ができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
ウ 簡単な一次式の加法と減法の計算をすること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (1) １ ４x と解答しているもの。 ◎
２ ５ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「５」という解答が想定される。これは，文字式の計算についての理解が
十分でなく，５x からそのまま x を取り除いたと考えられる。
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設問(２)
趣旨
数量の関係を文字式に表すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し，式を
用いて表したり読み取ったりすること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (2) ５
a と解答しているもの。
１ ３ ◎
（数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様。）
３
赤いテープの長さ÷ と解答しているもの。
２ ５
（ a を用いていない式で解答しているもの。）
３
３ a と解答しているもの。
５
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
３赤いテープの長さ a ｃｍは，白いテープの長さの 倍なので，５
３
a ＝（白いテープの長さ）×５
と表すことができる。この式を白いテープの長さについて解くと，
３（白いテープの長さ）＝ a ÷５
５となる。したがって，
「
a（ｃｍ）
」
になる。３
■誤答について
３誤答例として，
「
a（ｃｍ）
」
という解答が想定される。これは，「倍」という表現が含ま５
３れることから，
「
a ×
」
と立式したと考えられる。５
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（参考）
○関連する問題
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
青色のテープの長さa ｍは，黄色のテープ
H23Ａ２(3) の長さ b ｍの何倍であるかを，a，b を用い 未実施 P.19～ P.24 未実施
た式で表す
H25Ａ２(3)
a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを，
33.7％
P.19， P.29，
a ，b を用いた式で表す P.21～ P.24 P.32～ P.33
【小学校】
・平成24年度【小学校】算数Ａ３(2)
１２０ｃｍの赤いテープの長さが白いテープの長さの０．６倍に当たるとき，白いテープ
の長さを求める式を書く。（正答率41.3％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.24～ P.25，P.27
「平成24年度【小学校】報告書」P.186，P.189～ P.190，P.192～ P.193
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設問(３)
趣旨
等式を目的に応じて変形することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (3)
１
２x －５ と解答しているもの。
◎
（項の順は不問。数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様。）
２ －２x ＋５ と解答しているもの。
３ －２x －５ と解答しているもの。
４ ２x ＋５ と解答しているもの。
５ －３x など，x の単項式を解答しているもの。
６ －５ など，数値を１つだけ解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(4) ２x ＋３y ＝９ を y について解く 57.1％ P.20～ P.23
P.146，
P.150～ P.151
H20Ａ２(4) x ＋２y ＝６ を y について解く 55.0％ P.20～ P.24
P.198，
P.202～ P.203
１ P.232，H21Ａ２(4) S ＝ ah を a について解く 45.7％ P.20～ P.24
２ P.237～ P.238
H22Ａ２(5) ２x ＋ y ＝５ を y について解く 73.7％ P.19～ P.23 P.182，P.189
H23Ａ２(4) ３x ＋ y ＝７ を y について解く 未実施 P.19～ P.23 未実施
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設問(４)
趣旨
文字を用いた式で数量の関係を説明するための構想を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (4) １ n ＋１ と解答しているもの。 ◎
２ n と解答しているもの。
３ n ＋２ と解答しているもの。
４ 言葉を用いて中央の整数になることを解答しているもの。
５ 上記４以外で，整数という言葉を用いて解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「n」という解答が想定される。これは，nを連続する３つの整数の中央の
整数と捉え，（n －１）＋ n ＋（n ＋１）＝３n と計算したと考えられる。
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３．学習指導に当たって
① 文字式の計算をできるようにする （対応設問：設問(1)）
文字式の計算を確実にできるようにするために，計算結果について具体的な数を代入して
確認する活動を取り入れることが考えられる。
設問(1)において，与えられた式と計算した後の式に数を代入し，式の値が一致するかど
うかを基に，計算過程を吟味する習慣をつけるようにすることが大切である。その際，
「５x － x ＝５」と解答したものを取り上げ，どこに誤りがあるかを見いだせるようにしたり，
係数に着目して正しく計算する方法を考えられるようにしたりすることが大切である。
② 事柄や数量の関係を捉え，その関係を文字式に表すことができるようにする
（対応設問：設問(2)）
事柄や数量の関係を捉え，その関係を文字式に表すことができるようにするために，関係
を図に表したり，具体的な数や言葉を使った式を利用したりして関係を捉え，文字式に表す
活動を取り入れることが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，赤いテープの長さは白いテープの長さを基準として
示されていることを確認し，赤いテープの長さを具体的な数で表したり，２本のテープの長
さを線分図で表したりして，赤いテープと白いテープの関係を言葉や文字を使った式に表す
活動を取り入れることが考えられる。
③ ある文字について解くことの意味を理解し，等式を変形できるようにする
（対応設問：設問(3)）
ある文字について解くことの意味を理解し，等式を変形できるようにするために，２つ以
上の文字を含む等式の変形では，式変形の目的を明確にした上で，等式の性質などの根拠に
基づいて正しく変形する場面を設定することが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，ある文字について解くことの意味を，具体的な場面
で理解できるようにすることが考えられる。例えば「Ａさんが持っているボール x 個の２倍
は，Ｂさんの持っているボール y 個より５個多い。」などの場面を設定し，「２x ＝ y ＋５」
や「２x － y ＝５」など同値の式を考えることを通して，等式の性質が成り立つことを確認
し，Ａさんが持っているボールの数を求めることは，式では「x ＝」の形で表すことを理解
１できるようにする。このような理解を踏まえ，目的をもって「x ＝ （ y ＋５）」などと変形２
できるようにすることが大切である。
④ 文字を用いた式で数量及び数量の関係を理解できるようにする
（対応設問：設問(4)）
文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解できるようにするため
に，文字を用いて説明するための構想を立てたり，構想に基づいて説明したりする場面を設
定することが考えられる。
設問(4)を使って授業を行う際には，例えば，連続する３つの整数「５，６，７」は，最
も小さい整数５を基準とすると「５，５＋１，５＋２」とみることができる。このことを踏
まえ，連続する３つの整数は，最も小さい整数を n とすると「n，n ＋１，n ＋２」と表さ
れ，その和について考えればよいという構想を立てる活動を取り入れることが考えられる。
さらに，「連続する３つの整数の中央の整数の３倍」であることを説明するためには，連続
する３つの整数の和を ３×（ n ＋１）と表せばよいという見通しをもつことができるように
することが大切である。
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数学Ａ３ 方程式の解き方とその利用
１．出題の趣旨
等式の性質について理解しているかどうかをみる。
一元一次方程式や連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。
具体的な場面で，連立二元一次方程式をつくることができるかどうかをみる
設問(1)は，等式の性質に関する問題であり，「４年間のまとめ【中学校編】」において取り
上げられている「等式の性質と移項の関係を理解すること」についての課題（平成19年度【中
学校】数学Ａ３(1)（正答率61.7％），平成21年度【中学校】数学Ａ３(1)（正答率69.1％））
を受けて出題した。
設問(3)は，数量に着目して，連立二元一次方程式をつくる問題である。着目する必要があ
る数量を見いだし，それに応じた方程式をつくることが大切であることから，その学習の状況
を把握するために出題した。
設問(4)は，簡単な連立二元一次方程式を解く問題である。連立二元一次方程式を解くこと
は，２つの一次関数のグラフの交点の座標を求める際にも必要であることから，その学習の状
況を把握するために出題した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
方程式を解く場面における等式の性質の用い方について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。
イ 等式の性質を基にして，方程式が解けることを知ること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ (1) １ ア と解答しているもの。（両辺に２をたしても等式は成り立つ。）
２ イ と解答しているもの。（両辺から２をひいても等式は成り立つ。）
３ ウ と解答しているもの。（両辺に２をかけても等式は成り立つ。）
４ エ と解答しているもの。（両辺を２でわっても等式は成り立つ。） ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「①の式の両辺から２をひいても等式は成り立つから，②の式へ変形して
よい。」の選択が想定される。これは，次のような誤った式変形をしたと考えられる。
２x＝４
x＝２
x＝４－２
＜x の係数を移項しようとした誤り＞＜文字の項と数の項をまとめようとした誤り＞
２x＝４
x＝２
２x－２＝４－２
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(1)
一元一次方程式 ７x ＝５x ＋６ を解くと
61.7％ P.24～ P.27 P.152～ P.153
き，移項の意味を選ぶ
H21Ａ３(1)
一元一次方程式 ４x ＋７＝１５ を解くと
69.1％ P.25～ P.29 P.239～ P.240
き，移項の意味を選ぶ
H24Ａ３(3)
一元一次方程式 ７x ＝４x ＋６ を解く際
79.6％ P.26～ P.31
P.223～ P.224，
に用いられている等式の性質を選ぶ P.228～ P.229
二元一次方程式 ２x ＋３y ＝９ を y につ
P.19， P.29，
H25Ａ２(4) いて解く際に用いられている等式の性質 74.6％
P.23～ P.25 P.34～ P.35
を選ぶ
H26Ａ３(1)
一元一次方程式を解くとき，移項が行わ
90.0％
P.27～ P.30，
P.35～ P.38
れている式変形として正しいものを選ぶ P.37
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.30～ P.31，P.116～ P.117
設問(２)
趣旨
小数を含む一元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。
ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ (2) １ １０ と解答しているもの。 ◎
２ １ と解答しているもの。
７０
３ と解答しているもの。
１７
５０
４ － と解答しているもの。
７
５０
５ － と解答しているもの。
１７
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(2) 一元一次方程式 ４（x ＋５）＝８０ を解く 83.6％ P.24～ P.27 P.152，P.154
H20Ａ３(1)
一元一次方程式 －５x ＋７＝－x ＋３１
78.4％ P.25～ P.29 P.206～ P.207
を解く
３ １ P.239，H21Ａ３(2) 一元一次方程式 x＝ x －７ を解く 53.5％ P.25～ P.29
４ ４ P.241～ P.242
x ＋１ P.190～ P.191，H22Ａ３(2) 一元一次方程式 ＝２ を解く 60.6％ P.24～ P.28
５ P.194
H23Ａ３(1) 一元一次方程式 ０．１x ＋１＝１．５ を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
H25Ａ３(1) 一元一次方程式 ３x ＋７＝９ を解く 74.4％
P.26～ P.27，
P.36～ P.38
P.30
P.27～ P.28，
P.35～ P.36，x －１H26Ａ３(2) 一元一次方程式 ＝２ を解く 60.5％ P.31～ P.32，
P.38～ P.40３
P.37
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.26～ P.27
設問(３)
趣旨
具体的な事象における数量の関係を捉え，連立二元一次方程式をつくることができる
かどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(2) 連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるようにす
る。
ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
■評価の観点
数学的な技能
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ (3) １ ア と解答しているもの。（０．０５x ＋０．０３y）
２ イ と解答しているもの。（０．０５x －０．０３y）
３ ウ と解答しているもの。（１．０５x ＋０．９７y） ◎
４ エ と解答しているもの。（１．０５x －０．９７y）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
今年度の男子の入学者数は昨年度の男子の入学者数より５％増え，今年度の女子の入学者
数は昨年度の女子の入学者数より３％減ったので，今年度の入学者数の男女を合わせた人数
は１．０５x ＋０．９７y と表すことができる。また，今年度の入学者数の男女を合わせた人数は昨
年度の入学者数の男女を合わせた人数より３人増え，２２３人なので，
１．０５x ＋０．９７y ＝２２３
したがって，「１．０５x ＋０．９７y」になる。
■誤答について
誤答例として，「０．０５x －０．０３y」の選択が想定される。これは，男女それぞれの昨年度
と今年度の入学者数の増減を式に表すことはできているが，増加した入学者数を表す
０．０５x －０．０３y を，今年度の入学者数の合計と捉えたと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 71.2％ P.24～ P.27
P.152，
P.154～ P.155
H20Ａ３(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す 60.5％ P.25～ P.28
P.206，
P.208～ P.209
H21Ａ３(3)
一元一次方程式をつくるために，着目する
36.3％ P.25～ P.29
P.239，
数量を書く P.243～ P.245
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.190～ P.191，
H22Ａ３(4)
る数量を選び，式で表す
73.4％ P.24～ P.28 P.196，
P.198～ P.199
H23Ａ３(2)
２通りで表される数量を文字を用いた式で
未実施 P.25～ P.29 未実施
表し，一元一次方程式をつくる
H25Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 83.1％
P.26， P.36，
P.29～ P.31 P.39～ P.40
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.27～ P.28，
P.35～ P.36，
H26Ａ３(3)
る数量を選び，式で表す
74.7％ P.33～ P.34，
P.41～ P.43
P.37
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.30～ P.31，P.118～ P.121，P.150，
P.152～ P.153
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設問(４)
趣旨
簡単な連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(2) 連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるようにす
る。
ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ ３
３ (4) １ （ x ＝） ，（ y ＝） と解答しているもの。 ◎
２ ２
２ x の値のみを正しく解答しているもの。
３ y の値のみを正しく解答しているもの。
３ １
４ （ x ＝） ，（ y ＝） と解答しているもの。
２ ２
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
５x ＋７y ＝３
H19Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 72.7％ P.24～ P.27 P.152，P.156
２x ＋３y ＝１
y ＝３x －１
H20Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 77.4％ P.25～ P.29 P.206，P.211
３x ＋２y ＝１６
２x －３y ＝１
H21Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 73.5％ P.25～ P.29 P.239，P.246
３x ＋２y ＝８
３x ＋２y ＝９ P.190～ P.191，
H22Ａ３(3) 連立二元一次方程式 を解く 79.6％ P.24～ P.28
x ＋ y ＝４ P.195
y ＝２x －１
H23Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
y ＝ x ＋３
a ＋ b ＝８ P.26～ P.29， P.223～ P.224，
H24Ａ３(2) 連立二元一次方程式 を解く 81.7％
２a ＋ b ＝１１ P.31 P.226～ P.227
y ＝３x －２ P.27～ P.28， P.35～ P.36，
H26Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 68.0％
y ＝２x ＋３ P.35～ P.37 P.44～ P.45
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３．学習指導に当たって
① 方程式を解く際に，等式の性質を根拠にして式変形していることを理解できるよう
にする （対応設問：設問(1)）
方程式を解く際に，等式の性質を根拠にして式変形していることを理解できるようにする
ために，移項などの手続きを形式的に行うだけでなく，式変形に用いられている等式の性質
について確認する場面を設定することが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，例えば，２x ＝６ を x ＝□ の形に変形するために，
x の係数２を１にすることが必要であり，２x が２× x であることから等式の性質を用いて
１両辺を２でわればよい，あるいは両辺に をかければよいことを確認する場面を設定する２
ことが考えられる。その上で，次のような誤って変形した例を示し，「どこが間違っている
か」，「正しくはどう変形すればよいか」と問うことで，方程式を解くために用いている等
式の性質についての理解を深められようにすることが考えられる。
② 分数や小数を含む一元一次方程式を解くことができるようにする
（対応設問：設問(2)）
一元一次方程式を解く際に，等式の性質を適切に用いて，正しく解を求めることができる
ようにするために，方程式を解く過程を振り返ったり，その結果を確かめたりする活動を取
り入れることが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，両辺に１０をかけることで小数を含まない簡単な方
程式に直して解くことができるようにすることが考えられる。その上で，分数や小数を含む
方程式も，等式の性質に基づいて簡単な形の方程式に直して解くことができることを確認し，
求めた数をもとの式に代入してその数が解であるかどうかを確かめる活動を取り入れること
が大切である。
＜誤って変形した例＞
２x＝４
x＝４－２
x＝２
２x＝４
x＝２÷４
x＝２
１
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③ 着目する数量を見いだし，方程式をつくることができるようにする
（対応設問：設問(3)）
問題解決の場面で方程式を利用できるようにするために，方程式をつくる際には，問題の
中の数量を整理し，その中から２通りに表すことができる数量を見いだして方程式に表せば
よいことを理解する場面を設定することが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，問題文に示されている情報を「今年度」，「昨年度」，
「男子」，「女子」という視点で表に整理し，相等関係にあるものを見いだす活動を取り入れ
ることが考えられる。
④ 様々な連立二元一次方程式を工夫して解くことができるようにする
（対応設問：設問(4)）
連立二元一次方程式を解けるようにするために，与えられた式の形に応じて適切な方法を
選択する場面を設定することが考えられる。その際，２つの文字のうち一方の文字を消去し
て一元一次方程式に帰着させればよいという考え方を理解し，加減法や代入法を用いて工夫
して解くことができるようにすることが大切である。
設問(4)を使って授業を行う際には，加減法や代入法を用いて解き，それぞれの解き方を
比較して，加減法と代入法に共通する考えを理解したり，それぞれの解き方のよさを実感し
たりすることができる場面を設定することが考えられる。
なお，解が分数になる連立二元一次方程式を解くことは，道のり，時間，速さを取り上げ
た身近な事象の問題などを解く際に必要である。
昨年度
今年度
３％減５％増 ３人増
男子
x
女子
y
合計
２２３
昨年度
今年度
３％減５％増 ３人増
男子
x
１．０５x
女子
y
０．９７y
合計
２２０
２２３
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数学Ａ４ 垂線の作図・平行移動
１．出題の趣旨
基本的な作図が図形の対称性を基に行われていることを理解しているかどうかをみる。
図形を平行移動したり，対称移動したり，回転移動したりすることができるかどうかを
みる。
設問(1)は，平成20年度【中学校】数学Ａ４(2)（正答率52.1％），平成23年度調査として実
施予定であった調査問題【中学校】数学Ａ４(1)と同一の問題であり，「直線上の点を通るそ
の直線の垂線の作図方法を，図形の対称性に着目して見直すこと」に課題がみられたことか
ら，その学習の状況の変化を把握するために出題した。
設問(2)は，平行移動した図形をかく問題である。図形の移動は，移動前と移動後の２つの
図形の関係に着目することで，図形の性質を見いだしたり，図形の見方をより豊かにしたり
する際に大切であることから，その学習の状況を把握するために出題した。なお，図形を平
行移動することについて問うのは，今回が初めてである。
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２．解説
設問(１)
趣旨
垂線の作図が図形の対称性を基に行われていることを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
ア 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解し，
それを具体的な場面で活用すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ (1) １ ア と解答しているもの。（点Ａを対称の中心とする点対称な図形の性質）
２ イ と解答しているもの。（点Ｂを対称の中心とする点対称な図形の性質）
３ ウ と解答しているもの。（点Ｑを対称の中心とする点対称な図形の性質）
４ エ と解答しているもの。（直線ＡＢを対称軸とする線対称な図形の性質）
５ オ と解答しているもの。（直線ＰＱを対称軸とする線対称な図形の性質） ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
この作図は，直線 l 上のある点を通る l の垂線を作図するために，「対応する点を結ぶ線
分はすべて対称軸によって垂直に二等分される。」という線対称な図形の性質を用いている
とみることができる。ここでは，直線ＰＱを対称軸とする二等辺三角形ＱＡＢを作図してい
るとみることができる。したがって，「直線ＰＱを対称軸とする線対称な図形の性質を用い
ている。」になる。
■誤答について
誤答例として，「直線ＡＢを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。」の選択が想
定される。これは，対称軸としてＡＢとＰＱを取り違えていると考えられる。
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（参考）
○同一の問題
・平成20年度【中学校】数学Ａ４(2)（正答率52.1％）
（参照）「平成20年度【中学校】解説資料」P.30～ P.32
「平成20年度【中学校】報告書」P.212，P.215
・平成23年度【中学校】数学Ａ４(1)
（参照）「平成23年度【中学校】解説資料」P.30～ P.33
○関連する問題
・平成25年度【中学校】数学Ａ４(2)
角の二等分線の作図で利用されている図形の性質を選ぶ。（正答率49.6％）
（参照）「平成25年度【中学校】解説資料」P.32～ P.33，P.35～ P.36，P.38
「平成25年度【中学校】報告書」P.41～ P.44
設問(２)
趣旨
平行移動した図形をかくことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調
べること。
■評価の観点
数学的な技能
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ (2) 下の図のように，△ＡＢＣを矢印の方向に４ｃｍ平行移動した図形をかいてい
るもの。（作図のための線分や，線の多少のゆがみは不問。以下同様。）
１ ◎
下の図のように，△ＡＢＣを矢印の方向に７ｃｍ平行移動した図形をかいてい
るもの。
２
３ 上記１，２以外で，△ＡＢＣを矢印の方向に平行移動した図形をかいているもの。
４ 上記１～３以外で，△ＡＢＣと合同な三角形をかいているもの。
５ △ＡＢＣと合同でない三角形をかいているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，△ＡＢＣを矢印の方向に７ｃｍ平行移動した図形をかいた解答が想定され
る。これは，平行移動において，対応する点を結ぶ線分は平行で，その長さが等しいことは
理解しているが，点Ｃから矢印の方向に４ｃｍ離れた位置に点をとり，そこを点Ｂに対応す
る点と捉えたと考えられる。
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３．学習指導に当たって
① 見通しをもって作図したり，作図の方法を見直したりすることができるようにする
（対応設問：設問(1)）
基本的な作図において，見通しをもって作図したり，作図の方法を見直したりすることが
できるようにするために，基本的な作図の基となっている図形の対称性を捉える場面を設定
することが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，作図の方法に基づいて垂線を作図した後，作図の方
法を振り返る場面を設定することが考えられる。その際，作図の方法①からＰＡ＝ＰＢ，作
図の方法②からＱＡ＝ＱＢであることを基にして，△ＱＡＢが二等辺三角形であることを確
認し，直線ＰＱを対称軸とする線対称な図形を作図したと捉える場面を設定することが考え
られる。また，他の基本的な作図においても，図形の対称性が根拠になっていることを見い
だす活動を取り入れることが大切である。
② 平面上にかかれた図形を，きまりにしたがって移動し，移動前と移動後の２つの図
形の関係を捉えることができるようにする （対応設問：設問(2)）
移動前と移動後の２つの図形の関係を捉えることができるようにするために，ある図形が
きまりにしたがって移動していることを視覚的に捉えたり，図形の移動の性質を見いだした
りする場面を設定することが考えられる。
例えば，ある図形を紙で作って実際に移動させたり，コンピュータを利用して移動させた
りするなどして，図形の平行移動，対称移動，回転移動を視覚的に捉える活動を取り入れる
ことが考えられる。また，移動前と移動後の図形の関係を考察することで，平行移動では，
移動前と移動後の図形を比べると，対応する辺が平行になっていることなど，それぞれの移
動の性質を見いだすことができるようにすることも大切である。
さらに，移動前と移動後の図形は合同であることから，２つの図形の構成要素の対応関係
を捉え，一方を他方に重ねるにはどのようにしたらよいかを考察し，説明する場面を設定す
ることも考えられる。
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数学Ａ５ 空間図形
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１．出題の趣旨
空間における直線や平面の位置関係を理解しているかどうかをみる。
平面図形の運動による空間図形の構成について理解しているかどうかをみる。
与えられた投影図から空間図形を読み取ることができるかどうかをみる。
柱体，錐体や球の表面積と体積の求め方を理解しているかどうかをみる。
設問(1)は，直方体における辺と面の垂直に関する問題であり，「立体図形の辺と面の垂直の
関係についての理解」について課題がみられ（平成24年度【小学校】算数Ａ６(2)（正答率
65.0％）），また，「空間における直線や平面の位置関係（面と辺の垂直）についての理解」に
ついても課題がみられた（平成19年度【中学校】数学Ａ５(1)①（正答率66.6％），平成20年度
【中学校】数学Ａ５(1)（正答率66.3％））ことから出題した。
設問(2)は，回転体に関する問題であり，直角三角形の斜辺を軸とする回転によって構成さ
れる空間図形の見取図を選ぶ問題を出題した。
設問(3)は，投影図に関する問題である。空間図形の平面上への表現としての投影図につい
て理解することは，技術・家庭科など他教科の学習でも必要となる大切な内容であることから，
その学習の状況を把握するために出題した。
設問(4)は，錐体の体積に関する問題であり，「正四角錐の体積の求め方の理解」について
課題がみられた（平成24年度【中学校】数学Ａ５(4)（正答率63.1％））ことから出題した。
２．解説
設問(１)
趣旨
空間における直線と平面の垂直について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (1)
１
ＡＢＣＤ，ＥＦＧＨのいずれかを解答しているもの。
◎
（記号の順序は不問。以下同様。）
２ 辺ＣＧを含む面（ＢＦＧＣ，ＣＧＨＤ）のいずれかを解答しているもの。
３ 平行な面（ＡＢＦＥ，ＡＥＨＤ）のいずれかを解答しているもの。
４ 垂直な辺（ＢＣ，ＣＤ，ＦＧ，ＧＨ）のいずれかを解答しているもの。
５ 平行な辺（ＡＥ，ＢＦ，ＤＨ）のいずれかを解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「（面）ＢＦＧＣ」という解答が想定される。これは，直線に垂直な面と直
線を含む面を混同していると考えられる。
（参考）
○関連する問題
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)①
直方体において，与えられた面に垂直
66.6％ P.30～ P.33 P.160～ P.162
な辺を書く
H20Ａ５(1)
直方体において，与えられた面に垂直
66.3％ P.33～ P.35 P.216～ P.218
な辺を書く
【小学校】
・平成24年度【小学校】算数Ａ６(2)
直方体において，与えられた面に垂直な辺を書く。（正答率65.0％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.36～ P.37，P.39
「平成24年度【小学校】報告書」P.206，P.209～ P.210
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設問(２)
趣旨
直角三角形の斜辺を軸とする回転によって構成される空間図形の形を理解しているか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図
形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (2) １ ア と解答しているもの。（２つの三角錐を組み合わせた立体）
２ イ と解答しているもの。（円柱）
３ ウ と解答しているもの。（三角柱）
４ エ と解答しているもの。（円錐）
５ オ と解答しているもの。（２つの円錐を組み合わせた立体） ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
直角三角形ＡＢＣを直線 l を軸として回転させてできる立体は，下の図のようになる。
したがって，オになる。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ
l l
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(2) 長方形を１回転させてできる立体を選ぶ 87.2％ P.30～ P.33
P.160～ P.161，
P.163
H21Ａ５(2)
直角三角形の一辺を軸として回転させてで
87.6％ P.33～ P.37 P.252～ P.255
きる立体を選ぶ
設問(３)
趣旨
与えられた投影図から空間図形を読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図
形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (3) １ ア と解答しているもの。（三角柱） ◎
２ イ と解答しているもの。（四角柱）
３ ウ と解答しているもの。（三角錐）
４ エ と解答しているもの。（四角錐）
５ オ と解答しているもの。（円錐）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「三角錐」の選択が想定される。これは，平面図から立体の底面が三角形
であることは捉えられているが，立体の側面も平面図から三角形と捉えたと考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成23年度【中学校】数学Ａ５(3)
与えられた投影図から立体をよみとり，その立体を選ぶ。
（参照）「平成23年度【中学校】解説資料」P.34～ P.38
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設問(４)
趣旨
与えられた式を用いて体積を求めることができる立体を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を求める
こと。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (4) １ イ，オ と解答しているもの。 ◎
２ イまたはオのどちらか一方のみを解答しているもの。
３ イ，エ，オ と解答しているもの。
４ ウ，エ と解答しているもの。
５ アを含むもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，イ，エ，オの選択が想定される。これは，投影図をかいたときに，立面図
１の上部が鋭角になる立体は，体積が Sh で表されると捉えていると考えられる。３
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３．学習指導に当たって
① 立体の考察を通して，空間における直線や平面の位置関係を理解できるようにする
（対応設問：設問(1)）
空間における直線と平面の位置関係を理解できるようにするために，身近な立体に触れた
り，見取図を見て直線や平面の位置関係を考えたりして，様々な視点から具体物を観察する
場面を設定することが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，空間図形について見取図を見て考えるだけではなく，
模型作りなどを通して立体に触れたり，コンピュータを利用したりするなどして，様々な方
向や視点から立体を観察する活動を取り入れることが考えられる。例えば，模型作りでは，
辺だけで立体を組み立てることによって，模型の内部に視点を決めて立体の辺や面の関係を
探る活動を取り入れたり，その模型に面を貼った立体を観察する場面を設定したりすること
が考えられる。また，教室を直方体に見立てて床と壁を面と捉え，その位置関係を考えるな
ど，模型を内側から見るような活動を取り入れることが考えられる。
② 平面図形の運動によって空間図形が構成されているとみることができるようにする
（対応設問：設問(2)）
平面図形の運動によって空間図形が構成されているとみることができるようにするため
に，観察や操作を取り入れ，平面図形と空間図形を関連付けて考察する場面を設定するこ
とが考えられる。
例えば，実際に長方形や直角三角形などの平面図形の１辺を軸として回転させ，その様
子を観察することを通して，ある平面図形の運動によってどのような空間図形が構成される
かについて考察する場面を取り入れることが考えられる。また，ある空間図形を示し，それ
がどの平面図形の運動によって構成されるかについて考える活動を取り入れることも考えら
れる。その際，コンピュータを利用することによって，面や線の運動について動的に捉える
ことが考えられる。
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③ 空間図形を投影図に表したり，投影図から空間図形を読み取ったりすることができる
ようにする （対応設問：設問(3)）
空間図形を投影図に表したり，投影図から空間図形を読み取ったりすることができるよう
にするために，様々な立体について視点を決めて観察し，立面図と平面図がどのようになる
かを考える場面を設定することが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，平面図から底面が三角形であること，立面図から柱
体であることを読み取り，当てはまる空間図形が三角柱になることを指摘する活動を取り入
れることが考えられる。また，下の図のように，平面図のＡＣと立面図のＡＣの長さは等し
くなるが，平面図のＡＢと立面図のＡＢの長さは等しくならないことなど，投影図の特徴を
理解することも大切である。
④ 柱体と錐体を関連付けて，錐体の体積の求め方を理解できるようにする
（対応設問：設問(4)）
１錐体の体積が（底面積）×（高さ）× で求められることを，柱体と関連付けて，実感を３
伴って理解できるようにするために，錐体の体積と柱体の体積の関係を予想し，その予想が
正しいかどうかを，実験や実測を行って確かめる場面を設定することが考えられる。
例えば，錐体の体積と柱体の体積の関係を予想し，その予想が正しいかどうかを，錐体の
容器に入った水を柱体の容器に移したり，逆に柱体の容器に入った水を錐体の容器に移した
りする実験を通して確かめる場面を設定することが考えられる。その上で，円柱と円錐の関
係だけにとどまらず，角柱と角錐の関係を予想し，確かめることも大切である。また，四角
錐を３つ組み合せて立方体を作るなど，実際に模型を用いて作業する活動を取り入れること
も考えられる。
立
面
図
平
面
図
Ａ Ｂ Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ
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数学Ａ６ 平面図形の基本的な性質
１．出題の趣旨
平行線や角の性質を理解しているかどうかをみる。
多角形の内角や外角の和の性質を理解しているかどうかをみる。
設問(1)は，平成21年度【中学校】数学Ａ６(1)（正答率42.0％）と同趣旨の問題であり，「同
位角の意味を理解すること」に課題がみられ，特に，オ（∠ x の同位角は∠ a から∠ d までの
中にはない。）の反応率が22.8％であることから，その学習の状況を詳細に把握するために出
題した。
設問(2)は，平成22年度【中学校】数学Ａ６(2)（正答率74.2％），平成23年度調査として実
施予定であった調査問題【中学校】数学Ａ６(2)と同趣旨の問題であり，多角形の内角や外角
の和を理解することは，図形の性質を考察したり，証明したりする際に必要であることから，
その学習の状況の変化を把握するために出題した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
同位角の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ a である。）
２ イ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ b である。）
３ ウ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ c である。）
４ エ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ d である。） ◎
５ オ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ a から∠ d の中にはない。）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○関連する問題
・平成21年度【中学校】数学Ａ６(1)
同位角の位置にあるものを選ぶ。（正答率42.0％）
（参照）「平成21年度【中学校】解説資料」P.38～ P.39
「平成21年度【中学校】報告書」P.258～ P.259
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設問(２)
趣旨
多角形の内角の和の性質を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角についての性
質が見いだせることを知ること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ (2) １ ア と解答しているもの。（８０°大きくなる。）
２ イ と解答しているもの。（１８０°大きくなる。） ◎
３ ウ と解答しているもの。（３６０°大きくなる。）
４ エ と解答しているもの。（変わらない。）
５ オ と解答しているもの。（問題の条件だけでは決まらない。）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
多角形の内角の和は，頂点が１つ増えると，三角形の内角の和の分だけ大きくなる。した
がって，「図２の五角形の内角の和は，図１の四角形の内角の和より１８０°大きくなる。」に
なる。
■誤答について
誤答例として，「図２の五角形の内角の和は，図１の四角形の内角の和より８０°大きくな
る。」の選択が想定される。これは，新たにできた∠Ｐの大きさの分だけ多角形の内角の和
が大きくなったと捉えたと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
五角形の１つの頂点を動かし，角の大きさ
P.214，
H22Ａ６(2) を９０°に変えたときの内角の和の変化とし 74.2％ P.38～ P.40
P.216～ P.217
て正しいものを選ぶ
H23Ａ６(2)
五角形の内角の和と六角形の内角の和につ
未実施 P.41～ P.45 未実施
いて，正しいものを選ぶ
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３．学習指導に当たって
① ２直線に１直線が交わってできる角について理解できるようにする
（対応設問：設問(1)）
２直線に１直線が交わってできる角について理解できるようにするために，２直線に１直
線が交わってできる８つの角で，互いに同位角や錯角の関係になっている角を見いだす活動
を取り入れることが考えられる。
例えば，平行な２直線に１直線が交わる場合にできる８つの角と，平行でない２直線に
１直線が交わる場合にできる８つの角について，位置関係を捉えたり，大きさを測定したり
する活動を取り入れ，同位角や錯角が等しくなるのは２直線が平行な場合だけであることを，
実感を伴って理解できるようにすることが大切である。
② 多角形の内角の和の性質を理解できるようにする （対応設問：設問(2)）
n 角形の内角の和は，n の値によって一意に定まることを理解できるようにするために，
辺の数が増えると内角の和が一定に増えることや，辺の数が変わらなければ形状が変わって
も内角の和は一定であることを捉える場面を設定することが考えられる。
例えば，四角形，五角形，六角形，…をいくつかの三角形に分けて内角の和を調べ，表に
まとめるなどして，多角形の頂点や辺の数が１つ増えると内角の和が１８０°増えることを見
いだす活動を取り入れることが考えられる。さらに，下の図のように，多角形と三角形を用
意し，両者を付けたり離したりして，内角の和が三角形の内角の和の分だけ増えたり減った
りすることを捉える場面を設定することが考えられる。
-53-
数学Ａ７ 図形の性質を記号から読み取ること・証明の根拠
-54-
１．出題の趣旨
記号で表された図形の構成要素間の関係を読み取ることができるかどうかをみる。
三角形の合同条件を理解しているかどうかをみる。
平行四辺形になるための条件を理解しているかどうかをみる。
設問(1)は，ひし形の対角線は垂直に交わることを記号を用いた表現から読み取る問題であ
り，「４年間のまとめ【中学校編】」において取り上げられている「記号で表された図形の性
質を読むこと」についての課題（平成19年度【中学校】数学Ａ６(3)（正答率67.2％））を受け
て出題した。なお，同様の課題は，平成26年度【中学校】数学Ａ６(1)（正答率62.5％）でも
みられた。
設問(3)は，平成25年度【中学校】数学Ａ７(3)（正答率48.3％）と同趣旨の問題であり，「作
図の手順を読み，根拠として用いられている平行四辺形になるための条件を理解すること」に
課題がみられたことから，その学習の状況の変化を把握するために出題した。
２．解説
設問(１)
趣旨
ひし形について，「対角線は垂直に交わる」という性質を，記号を用いた表現から読
み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
７ (1) １ ア と解答しているもの。（４つの辺はすべて等しい。）
２ イ と解答しているもの。（向かい合う辺は平行である。）
３ ウ と解答しているもの。（向かい合う角は等しい。）
４ エ と解答しているもの。（対角線は垂直に交わる。） ◎
５ オ と解答しているもの。（対角線はそれぞれの中点で交わる。）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■誤答について
誤答例として，「対角線はそれぞれの中点で交わる。」の選択が想定される。これは，
ＡＣとＢＤがひし形の対角線を表すことは読み取ることができたが，記号「⊥」が表す意味
を，「中点で交わる」と読み取ったと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ６(3)
平行四辺形になるための条件を表した記号
67.2％ P.34～ P.36 P.166，P.169
について，正しい記述を選ぶ
H26Ａ６(1)
長方形ＡＢＣＤにおいて，ＡＣ＝ＢＤが表す
62.5％
P.54～ P.56，
P.60～ P.62
性質を選ぶ P.59
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.42～ P.44
設問(２)
趣旨
証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ア 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
７ (2) １ ２組の辺とその間の角 と解答しているもの。 ◎
２ ２組の辺と１つの角 と解答しているもの。
３ ３組の辺 と解答しているもの。
４ １組の辺とその両端の角 と解答しているもの。
５ 直角三角形の斜辺と他の１辺 と解答しているもの。
６ 直角三角形の斜辺と１つの鋭角 と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件を
H19Ａ８ 選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞれ等 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
しい）
証明で用いられている三角形の合同条件を
H22Ａ７(2) 選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺がそれ 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
ぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件を
H23Ａ７(1) 選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれぞれ 未実施 P.46～ P.49 未実施
等しい）
H25Ａ７(1)
証明で用いられている三角形の合同条件を
79.7％
P.50～ P.52，
P.56～ P.57
選ぶ（３組の辺がそれぞれ等しい） P.55
証明で用いられている三角形の合同条件を
H26Ａ７ 選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれぞれ 73.6％ P.60～ P.62 P.66～ P.68
等しい）
設問(３)
趣旨
作図の根拠として用いられている平行四辺形になるための条件を理解しているかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
７ (3) １ ア と解答しているもの。（２組の向かい合う辺がそれぞれ平行）
２ イ と解答しているもの。（２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい）
３ ウ と解答しているもの。（２組の向かい合う角がそれぞれ等しい）
４ エ と解答しているもの。（対角線がそれぞれの中点で交わる） ◎
５ オ と解答しているもの。（１組の向かい合う辺が平行でその長さが等しい）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■正答について
問題の手順①，②，③で作図した四角形は，対角線がそれぞれの中点で交わる四角形と捉
えることができる。したがって，この四角形がいつでも平行四辺形になるための根拠となる
事柄は，「対角線がそれぞれの中点で交わる四角形は，平行四辺形である。」になる。
■誤答について
誤答例として，「２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形である。」
の選択が想定される。これは，コンパスによる作図の特徴に着目せず，４辺をかくときに向
かい合う辺の長さが等しくなることに着目したと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
長さの等しい２本の棒を２種類組み合わせ
H23Ａ７(2) た四辺形が，いつでも平行四辺形になるこ 未実施 P.46～ P.49 未実施
との根拠となる事柄を選ぶ
与えられた方法で作図された四角形が，い
P.50～ P.51， P.56～ P.57，
H25Ａ７(3) つでも平行四辺形になることの根拠となる 48.3％
P.53～ P.55 P.59～ P.61
事柄を選ぶ
３．学習指導に当たって
① 辺や角などについて，記号で表された関係を正しく読み取ることができるようにする
（対応設問：設問(1)）
図形の性質を考察できるようにするために，図形の構成要素やそれらの関係を記号で表し
たり，記号で表された図形の構成要素やそれらの関係を読み取ったりする活動を取り入れる
ことが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，ＡＣ，ＢＤがひし形ＡＢＣＤの対角線であり，ＡＣ⊥ＢＤ
はこれらが垂直に交わることを表していることを説明する場面を設定することが考えられ
る。また，他の選択肢にある辺や角などについての関係や，他の図形の辺や角などについて
の関係を記号で表す活動を取り入れることも大切である。
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② 証明の根拠として用いられる三角形の合同条件を指摘できるようにする
（対応設問：設問(2)）
三角形の合同条件など，証明の根拠として用いられている図形の性質を指摘できるように
するために，証明を読み，根拠を見いだすとともに，その根拠がどのように用いられている
かを確認する場面を設定することが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，証明を読み，当てはまる三角形の合同条件を確認す
るとともに，その合同条件を成り立たせる辺や角の関係を捉える活動を取り入れることが考
えられる。その際，証明で「仮定から」とされている「ＡＢ＝ＡＣ」，「∠ＢＡＭ＝∠ＣＡＭ」
が，それぞれ，「△ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形であること」，「ＡＭが∠Ａの二等
分線であること」から導かれていることを確認することが大切である。
また，仮定だけでなく結論からも，三角形の合同条件を探す活動を取り入れることが考え
られる。具体的には，「ＢＭ＝ＣＭ」が結論であることから，三角形の合同条件「３組の辺が
それぞれ等しい」が使えないことを見いだし，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」
または「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」が使えそうだという見通しをもつこと
ができるようにすることが考えられる。
③ 平行四辺形になるための条件を具体的な場面で用いることができるようにする
（対応設問：設問(3)）
平行四辺形になるための条件を具体的な場面で捉え，それを用いることができるようにす
るために，平行四辺形の作図の過程や具体物にみられる平行四辺形になるための条件を指摘
する活動を取り入れることが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，作図の手順から，「ＡＯ＝ＣＯ」，「ＢＯ＝ＤＯ」を読み
取り，四角形ＡＢＣＤが平行四辺形になるための条件である「対角線がそれぞれの中点で交
わる」を満たしていることを確認する活動を取り入れることが考えられる。その際，設問(3)
の「対角線がそれぞれの中点で交わる」とは異なる条件を用いた平行四辺形の作図の手順を
提示し，同様の活動を取り入れることも考えられる。
また，本年度【中学校】数学Ｂ３で取り上げたポップアップカードや，下の図の道具箱の
ような具体物の構造に平行四辺形を見いだし，それが平行四辺形になる根拠を指摘する活動
を取り入れることも考えられる。
ポップアップカード 道具箱
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数学Ａ８ 証明の必要性と意味
１．出題の趣旨
証明の必要性と意味を理解しているかどうかをみる。
本問題は，証明の必要性と意味に関する問題であり，「４年間のまとめ【中学校編】」にお
いて取り上げられている「証明の意義を理解すること」についての課題（平成21年度【中学校】
数学Ａ８（正答率29.7％））を受けて出題した。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。
３ ウ と解答しているもの。 ◎
４ エ と解答しているもの。
５ オ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
①は演繹的な推論による証明であるのに対して，②は実測による帰納的な方法による説明
であり，他の三角形で同じように確かめても証明したことにならない。したがって，「①は
証明できているが，②は２つの直線の交わる角度をいろいろに変えて同じように確かめても
証明したことにはならない。」になる。
■誤答について
誤答例として，「①は証明できており，②は２つの直線の交わる角度をいろいろに変えて
同じように確かめれば証明したことになる。」の選択が想定される。これは，帰納的な方法
による説明の限界について理解できていないと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ８
三角形の内角の和が１８０°であることの証
29.7％ P.44～ P.45 P.266～ P.269
明について正しいものを選ぶ
H23Ａ８
三角形の外角の和が３６０°であることの証
未実施 P.50～ P.51 未実施
明について正しいものを選ぶ
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.32～ P.33，P.128～ P.129，P.160～ P.161
「平成21年度【中学校】授業アイディア例」P.9
３．学習指導に当たって
○ 帰納と演繹の違いを理解し，証明の必要性と意味についての理解を深められるよう
にする
証明の必要性と意味についての理解を深められるようにするために，帰納的な方法と比較
しながら，演繹的な方法の役割を理解する場面を設定することが考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，帰納的な方法でいくつかの図について「対頂角は等し
い」ことを確かめても，その事柄が成り立つことの信頼性は高まるが，すべてを調べ尽くす
ことはできないことから，演繹的な推論による証明が必要であることを理解できるようにす
ることが大切である。
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数学Ａ９ 関数の意味
１．出題の趣旨
関数の意味を理解しているかどうかをみる。
本問題は，平成25年度【中学校】数学Ａ９（正答率13.8％）と同趣旨の問題であり，「関数
の意味を理解すること」に課題がみられたことから，その学習の状況の変化を把握するために
出題した。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
ア 関数関係の意味を理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
９ １ ア と解答しているもの。（１０円のコピーを x 枚とったときの料金 y 円）
２ イ と解答しているもの。（縦 x ｃｍ，横 y ｃｍの長方形の面積２４ｃｍ２）
３ ウ と解答しているもの。（１５Ｌの水を x Ｌ使ったときの残りの水 y Ｌ）
４ エ と解答しているもの。（ x 歳の人の身長 y ｃｍ） ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
年齢の値を決めても，その年齢の人の身長の値がただ１つには決まらない。したがって，
「x 歳の人の身長は y ｃｍである。」になる。
（参考）
○関連する問題
・平成25年度【中学校】数学Ａ９
y が x の関数である事象を選ぶ。（正答率13.8％）
（参照）「平成25年度【中学校】解説資料」P.58～ P.59
「平成25年度【中学校】報告書」P.64～ P.65
３．学習指導に当たって
○ 関数の意味を理解できるようにする
具体的な事象の中の２つの数量 x，y について，y が x の関数であるかどうかを見いだす
ために，x にある値を代入したときに，y の値がただ１つ決まるかどうかを確認する活動を
取り入れることが考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，それぞれの事象について，x の値を決めて y の値を求
める活動を取り入れることが考えられる。その際，「x 歳の人の身長は y ｃｍである。」につ
いては，例えば，学級において年齢が同じであっても異なる身長の生徒がいることから，
y の値がただ１つには決まらないことを確認する場面を設定することが考えられる。
また，x の値を決めたとき，y の値が１つではなくてもいくつかに決まれば，y は x の関
数であると誤解することが考えられる。そこで，関数の意味を確認するために，第３学年の
学習において，y ＝ ax ２ のように，y は x の関数であっても，x は y の関数ではない場合が
あることを取り上げ，関数の意味の理解を確かなものにすることが大切である。
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数学Ａ10 反比例のグラフ・比例のグラフ上の点・変域
１．出題の趣旨
反比例のグラフの特徴を理解しているかどうかをみる。
比例のグラフ上の点を，座標を用いて表すことができるかどうかをみる。
比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求めることができるかどうかをみる。
設問(1)は，反比例のグラフの特徴に関する問題であり，「反比例のグラフが x 軸，y 軸に限
りなく近づく２つのなめらかな曲線であることを理解すること」について課題がみられ（平成
24年度【中学校】数学Ａ10(2)（正答率54.1％）），特に，ウ（座標軸と重なっていく曲線の図）
の反応率が26.7％であることから，その学習の状況を詳細に把握するために出題した。
設問(3)は，平成22年度【中学校】数学Ａ９(3)（正答率47.8％）と同趣旨の問題であり，「比
例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求めること」に課題がみられたことから，そ
の学習の状況の変化を把握するために出題した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
反比例のグラフが x 軸，y 軸に限りなく近づく２つのなめらかな曲線であることを理
解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
10 (1)
１ ア と解答しているもの。 ◎
２ イ と解答しているもの。
３ ウ と解答しているもの。
４ エ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■誤答について
誤答例として，ウの選択が想定される。これは，反比例のグラフは，x 軸，y 軸に近づく
といずれ軸と交わると捉えていると考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ10(2) 反比例のグラフを選ぶ 68.8％ P.45～ P.47 P.177，P.179
１２ P.236,H22Ａ10(2) 反比例 y ＝ のグラフを選ぶ 64.5％ P.51～ P.53
x P.240～ P.241
H24Ａ10(2) 反比例のグラフを選ぶ 54.1％ P.56～ P.59
P.266，
P.269～ P.270
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設問(２)
趣旨
与えられた比例の式について，そのグラフ上の点の x 座標を基に y 座標を求めること
ができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
ウ 座標の意味を理解すること。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
10 (2) １ ６ と解答しているもの。 ◎
３
２ と解答しているもの。
２
２
３ と解答しているもの。
３
４ ５ と解答しているもの。
５ １ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
３誤答例として，
「
」
という解答が想定される。これは，y に３を代入して x の値を求め２
たと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ９(2) y ＝－２x 上の点を選ぶ 43.1％ P.47～ P.50
P.228,
P.230～ P.231
H24Ａ９(2) y ＝２x 上の点を選ぶ 52.2％ P.52～ P.55
P.262,
P.264～ P.265
H25Ａ11(1)
一次関数 y ＝２x －１について，x の値が
82.5％ P.67～ P.69 P.72～ P.73
３のときの y の値を求める
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設問(３)
趣旨
与えられた比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求めることができるか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
10 (3) １ １≦ y ≦３ と解答しているもの。 ◎
２ ３≦ y ≦１ と解答しているもの。
３ ２≦ y ≦６ と解答しているもの。
４ －７≦ y ≦７ と解答しているもの。
５
１≦ y ≦□ と解答しているもの。
（□は３以外の数，または無解答）
６
□≦ y ≦３ と解答しているもの。
（□は１以外の数，または無解答）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ10
比例のグラフ上に，x の変域に対応する部
44.1％ P.49～ P.51 P.236～ P.238
分を図示する
H22Ａ９(3)
比例のグラフから，x の変域に対応する y
47.8％ P.47～ P.50
P.228，
の変域を求める P.232～ P.234
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３．学習指導に当たって
① y の値の変化の様子を調べ，反比例のグラフの特徴を理解できるようにする
（対応設問：設問(1)）
反比例のグラフは，x 軸と y 軸のそれぞれに限りなく近づくが交わらない２つの曲線とな
ることを理解できるようにするために，与えられた式について x，y の値が整数になる座標
の点だけを調べるのではなく，x，y が整数でない場合についても調べる活動を取り入れる
ことが考えられる。
例えば，x の値を０．１刻みなど細かくとってグラフの通る点を調べる活動を通して，グラ
フがなめらかな曲線になることを確認したり，x の値を大きくしても y の値が０とならない
ことから，グラフは x 軸と y 軸のそれぞれに限りなく近づくが交わらないことを確認したり
する場面を設定することが考えられる。
② 式を用いて，グラフ上の点の座標を求めることができるようにする
（対応設問：設問(2)）
グラフ上の点の座標を求めることができるようにするために，グラフの式を満たす値の組
を求める活動を取り入れることが考えられる。
設問(2)において，グラフ上の点の座標がそのグラフの式を満たす点の値の組を表してい
ることや，座標の表し方を確認した上で，x 座標の値を式に代入して y 座標の値を求めるこ
とができるようにすることが考えられる。
なお，比例だけでなく，反比例，一次関数，関数 y ＝ ax２ においても，同様の手続きで
グラフ上の点の座標を求めることができることを確認することも大切である。
③ グラフを用いて変域を視覚的に捉え，変域を求めることができるようにする
（対応設問：設問(3)）
与えられた x の変域から対応する y の変域を求めることができるようにするために，x の
変域の端点に対応する y 座標を求めるだけでなく，グラフを用いて変域を視覚的に捉える活
動を取り入れることが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，与えられた x の変域の端点に対応するグラフ上の点
を求め（図１），それらを端点とするグラフ上の部分をなぞる（図２）ことで視覚的に捉え
られるようにした上で，なぞったグラフの部分を y 軸に対応させて，y の変域を読み取る
（図３）活動を取り入れることが考えられる。このように変域を視覚的に捉えることは，関数
y ＝ ax ２ について x の変域に対応する y の変域を考える指導においても有効である。
図１ 図２ 図３
y
xＯ
y
xＯ
y
xＯ
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数学Ａ11 一次関数の表と式
１．出題の趣旨
一次関数の表から，x と y の関係を式で表すことができるかどうかをみる。
本問題は，平成20年度【中学校】数学Ａ12(2)（正答率37.8％）と同趣旨の問題であり，「一
次関数の表から，x と y の関係を y ＝ ax ＋ b の式で表すこと」に課題がみられたことから，
その学習の状況の変化を把握するために出題した。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
■評価の観点
数学的な技能
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
11 １ ア と解答しているもの。（ y ＝３x）
２ イ と解答しているもの。（ y ＝３x ＋５） ◎
３ ウ と解答しているもの。（ y ＝５x ＋３）
４ エ と解答しているもの。（ y ＝８x）
５ オ と解答しているもの。（ y ＝８x ＋５）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「y ＝３x」の選択が想定される。これは，x の増加量が１のときの y の増
加量が３になることのみに着目したと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ12(2) 一次関数の表から式を求める 37.8％ P.54～ P.56
P.244
P.246～ P.247
H23Ａ11(3) 一次関数の表から式を求める 未実施 P.58～ P.62 未実施
３．学習指導に当たって
○ 一次関数の表から変化の割合や対応の特徴を捉え，x，y の関係を式で表すことがで
きるようにする （対応設問：設問(1)）
一次関数の表から変化の割合や対応の特徴を捉え，x，y の関係を式で表すことができる
ようにするために，表からわかる特徴と式とを関連付ける活動を取り入れることが考えられる。
例えば，一次関数 y ＝ ax ＋ b の表から，x が１増加したときの y の増加量を読み取れば，
それが a になること，x の値が０のとき y の値を求めれば，それが b になることを見いだす
活動など，表から式を求める方法を考察する場面を設定することが考えられる。また，表か
ら２組の x，y の値を選び，y ＝ ax ＋ b に代入して，a，b の値を求めてもよいこと，その際，
x または y の値を０とすると，a，b の値を求めやすいことなどについて触れることも考えら
れる。さらに，表と式だけではなく，表・式・グラフを相互に関連付けて理解できるように
することが大切である。
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数学Ａ12 グラフの読み取り
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１．出題の趣旨
具体的な事象における２つの数量の変化や対応をグラフから読み取ることができるかどう
かをみる。
設問(1)は，事象のグラフにおける，グラフの傾きの意味に関する問題である。時間と道の
りに関するグラフについて，傾きが速さを表すことを理解することが大切であることから，
その学習の状況を把握するために出題した。
設問(2)は，具体的な事象における２つの数量の変化や対応をグラフから読み取る問題であ
る。グラフの x 座標の値に対応した y 座標の値を読み取ることが大切であることから，その学
習の状況を把握するために出題した。
２．解説
設問(１)
趣旨
時間と道のりの関係を表すグラフについて，グラフの傾きが速さを表すことを理解し
ているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
12 (1) １ ア と解答しているもの。（０分から５分までの間） ◎
２ イ と解答しているもの。（５分から２５分までの間）
３ ウ と解答しているもの。（２５分から３５分までの間）
４ エ と解答しているもの。（３５分から５０分までの間）
５ オ と解答しているもの。（５０分から５５分までの間）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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設問(２)
趣旨
時間と道のりの関係を表すグラフから，与えられた時間における道のりを読み取るこ
とができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
12 (2) １ ４００ と解答しているもの。 ◎
２ １０００ と解答しているもの。
３ １２００ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
３．学習指導に当たって
① 時間と道のりの関係を表すグラフについて，グラフの傾きの違いが速さの違いを表
すことを理解できるようにする （対応設問：設問(1)）
時間と道のりの関係を表すグラフについて，グラフの傾きの違いが速さの違いを表すこと
を理解できるようにするために，傾きの違う複数のグラフと速さを対応させて考察する場面
を設定することが考えられる。
１例えば，y ＝ x，y ＝ x，y ＝２x のグラフを取り上げ，同一の時間に進む道のりを調べ，２
グラフの傾きと速さが一致することと，グラフの傾きが大きくなると速さが速くなることを
捉える活動を取り入れることが考えられる。また，本問題のようなグラフを取り上げ，区間
が異なっても，グラフの傾きが速さを表すことや，グラフの傾きの違いが速さの違いを表す
ことを確かめる活動を取り入れることも大切である。
② グラフを具体的な事象と関連付けて解釈することができるようにする
（対応設問：設問(2)）
グラフ上の点が具体的な事象では何を表しているのかを解釈するために，グラフと具体的
な事象とを対応させて意味付ける活動を取り入れることが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，「公園が家から何ｍのところにあるか」や「図書館や
公園に何分間いたか」などと問い，美咲さんが家から，図書館と公園に寄って，友達の家に
行くまでの全ての行程について，各区間でかかった時間を明確にして説明する場面を設定す
ることが大切である。その際，速さの違いについても着目できるようにすることが大切である。
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数学Ａ13 二元一次方程式のグラフ
１．出題の趣旨
二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，直線として表されることを理解しているか
どうかをみる。
本問題は，二元一次方程式の解に関する問題であり，「４年間のまとめ【中学校編】」におい
て取り上げられている「二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，直線として表されるこ
とを理解すること」についての課題（平成21年度【中学校】数学Ａ12（正答率36.7％））を受
けて，その学習の状況を詳細に把握するために出題した。
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２．解説
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
13
１ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。
３ ウ と解答しているもの。
４ エ と解答しているもの。
５ オ と解答しているもの。 ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■誤答について
誤答例として，ウの選択が想定される。これは，二元一次方程式の解は整数のみの値の組
であると捉えていると考えられる。また，誤答例として，エの選択も想定される。これは，
二元一次方程式の解には整数以外の値の組もあることは理解できているが，その点が無数に
あり，その集合が直線になることの理解が十分でないと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ３(3) x － y ＝１ の解の個数を選ぶ 59.1％ P.25～ P.28 P.206，P.210
H20Ａ13 二元一次方程式を表すグラフを選ぶ 57.8％ P.58～ P.59 P.248～ P.249
H21Ａ12
２x ＋ y ＝６ の解を座標とする点の集合が
36.7％ P.57～ P.58 P.288～ P.290
どのようになるか選ぶ
H24Ａ13
二元一次方程式の解を座標とする点につい
40.6％ P.66～ P.68 P.280～ P.282
て，正しい記述を選ぶ
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.34～ P.36，P.142～ P.143
３．学習指導に当たって
○ 二元一次方程式の解を座標とする点の集合が直線になることを理解できるようにする
二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，座標平面上で直線になることを理解できる
ようにするために，方程式と関数を相互に関連付けて捉えられるようにすることが大切である。
例えば，二元一次方程式のグラフをかくとき，整数以外の数を座標とする点もとり，それ
らが一直線上に並ぶことや，多数の点をとっていくと直線上に点が埋まっていくことを，
実感を伴って理解できるようにすることが大切である。その際，コンピュータを用いてその
様子を観察する場面を設定することも考えられる。
さらに，二元一次方程式を y について解いた式に変形することによって，二元一次方程式
の解を座標とする点の集合が，その方程式を y ＝ ax ＋ b の形に変形した一次関数のグラフ
と一致し，直線になることを理解できるようにすることが考えられる。
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数学Ａ14 中央値の求め方・度数分布表
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１．出題の趣旨
与えられた資料について，代表値を求めたり，度数分布表に整理したりすることができる
かどうかをみる。
設問(1)は，中央値を求める問題であり，「中央値の意味を理解し，ヒストグラムから中央値
が含まれる階級を判断すること」について課題がみられた（平成26年度【中学校】数学Ａ13(2)
（正答率52.3％））ことから，値を小さい方から順に並べた記録を基に，中央値を求める問題を
出題した。
設問(2)は，記録を度数分布表に整理し，ある階級の度数を指摘する問題である。資料があ
る範囲にわたって分布しているとき，その分布の様子や特徴を捉えやすくするために，資料を
度数分布表に整理することが大切であることから，その学習の状況を把握するために出題した。
２．解説
設問(１)
趣旨
与えられた資料から中央値を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
14 (1) １ ５２ と解答しているもの。（中央値） ◎
２ ４９．５ と解答しているもの。（データの最大値と最小値の平均値）
３ ５０ と解答しているもの。（平均値）
４ ５１ と解答しているもの。（度数分布表の真ん中の階級の階級値）
５ ５８ と解答しているもの。（最頻値）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■誤答について
誤答例として，「５０」という解答が想定される。これは，中央値と平均値を混同してい
ると考えられる。また，「４９．５」という解答も想定される。これは，中央値をデータの最大
値と最小値の平均値であると捉えていると考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成26年度【中学校】数学Ａ13(2)
ハンドボール投げの記録の分布を表したヒストグラムから，記録の中央値を含む階級
を選ぶ。（正答率52.3％）
（参照）「平成26年度【中学校】解説資料」P.80，P.82～ P.83
「平成26年度【中学校】報告書」P.87，P.89～ P.91
設問(２)
趣旨
与えられた資料の度数分布表について，ある階級の度数を求めることができるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
14 (2) １ ４ と解答しているもの。 ◎
２ ３ と解答しているもの。
３ ２ と解答しているもの。
４ １ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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３．学習指導に当たって
① 代表値の必要性と意味を理解し，代表値を求めることができるようにする
（対応設問：設問(1)）
資料の代表値を求めることができるようにするために，目的に応じてデータを収集して整
理し，資料の代表値について考察しながら資料の傾向を読み取る活動を取り入れることが考
えられる。
例えば，ある学年のハンドボール投げのデータを収集し，代表値を用いて資料の傾向を説
明するために，データを度数分布表に整理したり，ヒストグラムに表したりする場面を設定
することが考えられる。その際，分布が非対称であったり，極端にかけ離れた値があったり
する場合を取り上げ，どの代表値を用いるとよいかを考察する場面を設定することが大切で
ある。
② 資料を整理し，資料の傾向を読み取ることができるようにする
（対応設問：設問(2)）
資料を整理し，その傾向を読み取ることができるようにするために，目的に応じて収集し
たデータを度数分布表やヒストグラムなどに表す活動を取り入れることが考えられる。
例えば，度数分布表やヒストグラムについて，資料の傾向を的確に読み取ることのできる
階級の取り方を検討する活動を取り入れることが考えられる。また，コンピュータなどを利
用して，階級の取り方の異なるヒストグラムを比較し，資料の傾向の読み取りやすさを検討
する場面を設定することも考えられる。
-81-
数学Ａ15 場合の数の求め方と確率の意味
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１．出題の趣旨
場合の数を求めることができるかどうかをみる。
確率の意味を理解しているかどうかをみる。
設問(1)は，組み合わせの総数を求める問題である。具体的な事柄について，起こり得る全
ての場合を順序よく整理し正しく数え上げることが大切であることから，その学習の状況を把
握するために出題した。
設問(2)は，平成19年度【中学校】数学Ａ14(1)（正答率49.9％）と同一の問題であり，「確
１率の意味に基づいて，「１の目が出る確率が
」
であることの意味について理解すること」に６
課題がみられたことから，その学習の状況の変化を把握するために出題した。
２．解説
設問(１)
趣旨
起こり得る場合を順序よく整理し，場合の数を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔小学校第６学年〕 Ｄ 数量関係
(5) 具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができるよ
うにする。
■評価の観点
数量や図形についての技能（小学校）
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
15 (1) １ １２ と解答しているもの。 ◎
２ ７ と解答しているもの。
３ ６ と解答しているもの。
４ ４ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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設問(２)
趣旨
多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 不確定な事象についての観察や実験などの活動を通して，確率について理解し，そ
れを用いて考察し表現することができるようにする。
ア 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めること。
■評価の観点
数量や図形などについての知識・理解
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
15 (2) １ ア と解答しているもの。（５回投げて１の目が出なければ，次の目は１。）
２ イ と解答しているもの。（６回投げるとき，１の目は必ず１回出る。）
３ ウ と解答しているもの。（６回投げるとき，全ての目が１回ずつ出る。）
４ エ と解答しているもの。（３０回投げるとき，１の目は必ず５回出る。）
５ オ と解答しているもの。（３０００回投げるとき，１の目はおよそ５００回。） ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○同一の問題
・平成19年度【中学校】数学Ａ14(1)（正答率49.9％）
（参照）「平成19年度【中学校】解説資料」P.56～ P.58
「平成19年度【中学校】報告書」P.188～ P.189
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３．学習指導に当たって
① 樹形図や二次元の表などを使って，起こり得る場合の数を求めることができるよう
にする （対応設問：設問(1)）
ある事象において，起こり得る場合の数を求めることができるようにするために，樹形図
や二次元の表などを使って正しく数え上げる活動を取り入れることが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，樹形図が起こり得る全ての場合を落ちや重なりがな
く表していることや，Ａの選び方が２通り，Ｂの選び方が２通り，Ｃの選び方が３通りの事
象が樹形図のどの部分に表されているかを確認する場面を設定することが考えられる。その
上で，選択できるメニューを増やした場合の樹形図をかき，様々な場合の選び方の総数を求
める活動を取り入れることも考えられる。
② 多数回の試行を通して，確率の意味を実感を伴って理解できるようにする
（対応設問：設問(2)）
確率の意味を理解できるようにするために，ある試行を多数回繰り返したとき，試行回数
全体に対するある事柄の起こる回数の割合が一定の値に近づいていくことを，観察や実験な
どを通して捉える活動を取り入れることが考えられる。
例えば，さいころを多数回投げる実験で，投げる回数を多くしたとき，投げた回数に対す
１るそれぞれの目の出る回数の割合がいずれも に近づくことを，実感を伴って理解する活６
動を取り入れるが大切である。さらに，例えば，画びょうを多数回投げる実験で，投げる回
数を多くしたとき，投げた回数に対する針が上向きになる回数の割合が一定の値に近づいて
いくことを体験的に捉えられるようにする機会を設けることが大切である。
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数学Ｂ１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）
１．出題の趣旨
与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。
・必要な情報を適切に選択し，判断すること
・数学的な結果を事象に即して解釈すること
・事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明すること
実生活の様々な問題を解決する場面においては，事象における関係を式などを用いて数学的
に表現し，それに基づいて事象を捉え直したり，新たな事実を見いだしたりすることが大切で
ある。
本問題では，調べた情報を基にプロジェクターの置き場所を決めるという実生活の場面を取
り上げた。この場面において，投映画面がスクリーンからはみ出ないという条件のもとで，投
映画面の高さや幅が投映距離に比例することを用いて，適切な投映距離を求める状況を設けた。
さらに，映像の明るさと投映画面の面積の関係を表す言葉の式を数学的に解釈することで，日
常的な事象の数学的な意味を捉える文脈を設定した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
■評価の観点
数学的な技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (1)
１
０．６x と解答しているもの。
◎
（数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様。）
２ ０．３x と解答しているもの。
３ ０．５x と解答しているもの。
４ ０．４x と解答しているもの。
５ ０．８x または ０．４８x と解答しているもの。
５
６ x と解答しているもの。
３
７ 上記１～６以外で比例の式を解答しているもの。
８ 上記１～７以外で一次関数の式を解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
投映画面の高さは，投映距離に比例するから，y ＝ ax の式で表すことができる。x の増加
量が１のとき，y の増加量は０．６だから，比例定数 a は０．６ となる。したがって，
「（ y ＝）０．６x」になる。
■誤答について
誤答例として，「（ y ＝）０．３x 」という解答が想定される。これは，与えられた表において
投映画面の高さが０．３ずつ増加していることから，比例定数を０．３と捉えたと考えられる。
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設問(２)
趣旨
与えられた情報から必要な情報を選択して的確に処理し，その結果を事象に即して解
釈することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (2) １ ア と解答しているもの。（５ｍ）
２ イ と解答しているもの。（６ｍ）
３ ウ と解答しているもの。（７ｍ） ◎
４ エ と解答しているもの。（８ｍ）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
投映距離が７ｍのとき，投映画面の高さは４．２ｍ，幅は５．６ｍであり，投映画面の幅はス
クリーンの幅と等しくなる。投映距離が７ｍより大きくなると，投映画面がスクリーンから
はみ出てしまう。したがって，「７ｍ」になる。
■誤答について
誤答例として，「８ｍ」の選択が想定される。これは，投映画面の高さがスクリーンの高
さと同じ４．８ｍになるときの投映距離を求めたと考えられる。
-90-
設問(３)
趣旨
事象を式の意味に即して解釈し，その結果について，数学的な表現を用いて説明する
ことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ (3) （正答の条件）
イを選択し，次の(a)，(b)のいずれかについて記述しているもの。
(a) 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。
１
(b) 文字や数値を用いて，投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさはいつ
２
も２倍になること。
（正答例）
１
例１ 映像の明るさは投映画面の面積に反比例するから，投映画面の面積を 倍
２
にすると，映像の明るさは２倍になる。（解答類型１）
例２ 投映画面の面積を変える前の光源の明るさを a，投映画面の面積を b とすると，
a
映像の明るさは，a ÷ b ＝
b
１
投映画面の面積を 倍にすると，
２
b ２ ２a
映像の明るさは，a ÷ ＝ a × ＝
２ b b
１
よって，投映面積を 倍にすると，映像の明るさは２倍になる。
２ （解答類型３）
イ (a)について記述しているもの。（結論がなくてもよい。以下同様。）
１ を ◎
選 例 映像の明るさは投映画面の面積に反比例するから。
択 (a)についての記述が十分でないもの。
２ ○
例 映像の明るさは反比例するから。
(b)について記述しているもの。
例 投映画面の面積を変える前の光源の明るさを a，投映画面の面積を
１とすると，映像の明るさは，
a ÷１＝ a
３ 映像の明るさを２a にするために，投映画面の面積を x にすると， ◎
２a ＝ a ÷ x
x ＝ a ÷２a
１
x ＝
２
１
よって，投映画面の面積を 倍にすると，映像の明るさは２倍になる。
２
(b)について，一般的に成り立つことについて記述していないが，投映画面
４ ○１
の面積を 倍にすると映像の明るさは２倍になることを記述しているもの。
２
５ 式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。
６ 上記以外の解答
７ 無解答
８ アを選択しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■正答について
１正しい選択肢「イ」を選択することで，「投映画面の面積を 倍にすると，映像の明るさ２
は２倍になる。」という説明すべき事柄を示し，「映像の明るさは，投映画面の面積に反比
例する。」という根拠を記述することを求めた。
■誤答について
１誤答例として，「（イを選択）投映画面の面積を 倍にすると，光がより集まるから，映像２
が明るくなる。」という記述が想定される。これは，事象を理解することはできているが，
式と結び付けて捉えることができなかったと考えられる。
３．学習指導に当たって
① 目的に応じて必要な情報を選択し，事象に即して数学を活用できるようにする
（対応設問：設問(1)，(2)）
図や表で与えられた情報から，目的に応じて必要な情報を適切に選択し，事象に即して数
学を活用できるようにするために，実生活の場面での問題を解決する活動を取り入れること
が考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，与えられた情報から必要な情報を適切に選択し，プロ
ジェクターの投映距離と投映画面の高さや幅の関係を捉える場面を設定することが考えられ
る。設問(2)においては，捉えた関係から得られた結果を問題場面に即して解釈し，投映画
面がスクリーンからはみ出ないかどうかを判断できるようにすることが大切である。
② 日常的な事象について，言葉で表された式の数学的な意味を考えられるようにする
（対応設問：設問(3)）
言葉で表された式の数学的な意味を考えられるようにするために，日常的な事象における
３つの数量の関係を表した式を取り上げ，３つの数量のうちの１つを定数とみて，残りの２
つの数量の関係を捉える場面を設定することが考えられる。
例えば，設問(3)のように，映像の明るさ，プロジェクターの光源の明るさ，投映画面の
面積の３つの数量のうち，プロジェクターの光源の明るさを定数とみると，残りの２つの数
量が反比例の関係にあることを捉える場面を設定することが考えられる。
③ 数学的な解釈に基づいて，事柄が成り立つ理由を説明できるようにする
（対応設問：設問(3)）
日常的な事象を数学的な解釈に基づいて考察し，事柄が成り立つ理由を説明できるように
するために，伴って変わる２つの数量が反比例の関係であることなど，関数関係を根拠とし
て事柄が成り立つ理由を説明する活動を取り入れることが考えられる。
設問(3)において，投映画面の面積を独立変数，映像の明るさを従属変数としたとき，「映
像の明るさが投映画面の面積に反比例する」ことを根拠にして，「映像の明るさを２倍にす
１るには，投映画面の面積を 倍にすればよい」ことを説明する場面を設定することが考え２
られる。その際，説明すべき事柄とその根拠を明確に区別し，数学的な表現を用いて簡潔に
わかりやすく説明できるようにすることが大切である。
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数学Ｂ２ 構想を立てて説明し，発展的に考えること（連続する整数の和）
１．出題の趣旨
見いだされた事柄について，次のことができるかどうかをみる。
・事柄が成り立つ理由を，構想を立てて説明すること
・発展的に考え，予想した事柄を説明すること
数に関する性質を考察する場面においては，成り立ちそうな事柄を予想し，予想を確かめ，
事柄が成り立つ理由について構想を立てて説明すること，さらに，問題の条件を変えるなどし
て，発展的に考えることが大切である。
本問題では，「連続する整数」の和について考察する場面を取り上げた。具体的には，連続
する３つの整数の和について予想した事柄が成り立つことを確かめ，文字式を用いて説明する
状況を設けた。さらに，条件を「連続する３つの整数」から「連続する５つの整数」に変えて
発展的に考え，新たに見いだした事柄を数学的に表現する文脈を設定した。
設問(3)は，平成22年度数学Ｂ２(3）（正答率59.0％），平成24年度数学Ｂ２(2）（正答率
57.0％）と同趣旨の問題であり，「発展的に考え，予想した事柄を説明すること」に課題がみ
られたことから，その学習の状況の変化を把握するために出題した。
なお，本年度【中学校】数学Ａ２(4)では，本問題と同一の場面を取り上げており，「連続す
る３つの整数の和は，中央の整数の３倍になる」ことを説明するための構想を理解しているか
どうかをみる問題を出題している。
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２．解説
設問(１)
趣旨
問題場面における考察の対象を明確に捉えているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。
ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (1) １ ３×２０ または ２０×３ と解答しているもの。 ◎
２ ２０＋２０＋２０ と解答しているもの。 ○
３ ３×□ または □×３ の□に２０以外の整数を入れて解答しているもの。
言葉や文字を用いて解答しているもの。
４ 例１ ３×（整数）
例２ ３× n
上記１以外で，積が６０になる乗法の式を解答しているもの。
５
例 ４×１５
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○関連する問題
・平成23年度【中学校】数学Ｂ２(1)
連続する３つの自然数が１１，１２，１３のとき，それらの和が中央の自然数の３倍に
なるかどうかを確かめる式を書く。
（参照）「平成23年度【中学校】解説資料」P.75～ P.77
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設問(２)
趣旨
事柄が成り立つ理由を，構想を立てて説明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。
ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (2) （正答の条件）
＜３（n ＋１）と計算している場合＞
次の(a)，(b)を記述している。
(a) n ＋１は中央の整数だから，
(b) ３（n ＋１）は中央の整数の３倍である。
＜３n ＋３と計算している場合＞
次の(c)，(d)，(e) を記述している。
(c) ３n ＋３が n ＋１の３倍になることを示している。
(d) n ＋１は中央の整数だから，
(e) ３n ＋３は中央の整数の３倍である。
（正答例）
例１ ３（n ＋１)
n ＋１は中央の整数だから，３（n ＋１）は中央の整数の３倍である。
したがって，連続する３つの整数の和は，中央の整数の３倍である。
(解答類型１)
例２ ３n ＋３
（３n ＋３）÷３＝ n ＋１
ここで n ＋１は中央の整数だから，３n ＋３は中央の整数の３倍である。
したがって，連続する３つの整数の和は，中央の整数の３倍である。
(解答類型５)
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３（n＋１） (a)，(b) の両方を記述しているもの。
１ 例 ３（n ＋１) ◎
n ＋１は中央の整数だから，３（n ＋１）は中央の整数の３倍
である。
(a)，(b) のどちらか一方を記述しているもの。
＜(a)のみを記述しているもの＞
例 ３（n ＋１)
２ （n ＋１）は中央の整数であるからいえる。 ○
＜(b)のみを記述しているもの＞
例 ３（n ＋１)
よって，３（ n ＋１）は中央の整数の３倍である。
(a)，(b)の両方を記述していないが，中央の整数の３倍であるこ
３
とを示していると判断できるもの。
○
例 ３（n ＋１）
４ (a)，(b)の記述に誤りがあるもの。
３n ＋３ (c)，(d)，(e) の全てを記述しているもの。
５
例 ３n ＋３
◎
（３n ＋３）÷３＝ n ＋１
ここで n ＋１は中央の整数だから，３n ＋３は中央の整数の
３倍である。
(c)と(d)，(c)と(e)，または(c)のみを記述しているもの。
＜(c)と(d)を記述しているもの＞
例 ３n ＋３
（３n ＋３）÷３＝ n ＋１
６ n ＋１は中央の整数なのでいえる。 ○
＜(c)と(e)を記述しているもの＞
例 ３n ＋３
（３n ＋３）÷３＝ n ＋１
よって，３n ＋３は中央の整数の３倍である。
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３n ＋３ 次のいずれかの場合に当てはまるもの。
・(d)と(e)を記述しているもの。
・(d)のみを記述しているもの。
・(e)のみを記述しているもの。
・(c)，(d)，(e) を記述していないもの。
＜(d)と(e)を記述しているもの＞
例 ３n ＋３
７ n ＋１は中央の整数だから，
３n ＋３は中央の整数の３倍である。
＜(e)のみを記述しているもの＞
例 ３n ＋３
よって，３n ＋３は中央の整数の３倍である。
＜(c)，(d)，(e)を記述していないもの＞
例 ３n ＋３
８ (c)，(d)，(e) の記述に誤りがあるもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
連続する３つの整数 n，n ＋１，n ＋２の和３n ＋３を３（n ＋１）と変形し，その式につ
いて，「n ＋１が中央の整数である。」という根拠と「３（n ＋１）は中央の整数の３倍である。」
という説明すべき事柄の両方を記述することを求めた。
なお，３n ＋３と計算した上で，「（３n ＋３）÷３＝ n ＋１」を記述し，「n ＋１は中央の
整数だから，３n ＋３は中央の整数の３倍であることから，連続する３つの整数の和は，中
央の整数の３倍である。」と記述しているものも正答とした。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ｂ２(2)
連続する５つの自然数の和が５の倍数にな
42.5％ P.68～ P.71
P.198，
ることを説明する P.200～ P.201
H22Ｂ２(2)
連続する３つの奇数の和が３の倍数になる
26.4％ P.70～ P.74
P.273，
ことを説明する P.276～ P.279
H23Ｂ２(3)
連続する５つの自然数の和が中央の自然数
未実施 P.75～ P.78 未実施
の５倍になることを説明する
H24Ｂ２(1)
連続する３つの自然数の和が３の倍数にな
38.8％ P.80～ P.84
P.301～ P.303
ることを説明する P.306～ P.307
（参照）「平成22年度【中学校】授業アイディア例」P.9
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設問(３)
趣旨
発展的に考え，予想した事柄を説明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。
ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ (3) （正答の条件）
「○○は，◇◇になる。」という形で，次の(a)，(b)または(a)，(c)の条件を満たし，
成り立つ事柄を記述している。
(a) ○○が，「連続する５つの整数の和」である。
(b) ◇◇が，「中央の整数の５倍」である。
(c) ◇◇が，「５の倍数」または「中央の整数の倍数」である。
（正答例）
例 連続する５つの整数の和は，中央の整数の５倍になる。（解答類型１）
１ (a)，(b)の条件を満たして記述しているもの。 ◎
(a)の「連続する５つの整数の和」に関する記述が十分でなく，(b)の条件を満
２
たして記述しているもの。
○
例 和は，中央の整数の５倍になる。
(a)の「連続する５つの整数の和」に関する記述がなく，(b)の条件を満たして
３
記述しているもの。
例 中央の整数の５倍になる。
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(a)，(c)の条件を満たして記述しているもの。
４ 例１ 連続する５つの整数の和は，５の倍数になる。 ◎
例２ 連続する５つの整数の和は，中央の整数の倍数になる。
(a)の「連続する５つの整数の和」に関する記述が十分でなく，(c)の条件を満
５
たして記述しているもの。
○
例 和は，５の倍数になる。
(a)の「連続する５つの整数の和」に関する記述がなく，(c)の条件を満たして
６
記述しているもの。
例 ５の倍数になる。
７
(a)の条件を満たし，(b)，(c)以外に成り立つ事柄を記述しているもの。
○
（(a)の「連続する５つの整数の和」に関する記述が十分でないものを含む。）
「○○は，◇◇になる。」という形で，(a)の条件を満たし，成り立たない事柄
を記述しているもの。
８ （(a)の「連続する５つの整数の和」に関する記述が十分でないものを含む。）
例 連続する５つの整数の和は，奇数になる。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
「連続する５つの整数の和」について，「中央の整数の５倍になる」ことを見いだし，それ
を「連続する５つの整数の和は，中央の整数の５倍になる。」のように，前提とそれによっ
て説明される結論の両方を記述することを求めた。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ｂ２(3)
連続する４つの奇数の和について成り立つ
59.0％ P.70～ P.74
P.273，
事柄を表現する P.280～ P.281
H24Ｂ２(2)
連続する３つの偶数の和について成り立つ
57.0％ P.80～ P.84
P.301，
事柄を表現する P.304～ P.307
２けたの自然数と，その数の十の位の数と
P.88， P.97，
H25Ｂ２(2) 一の位の数を入れかえた数との和について 39.3％
P.91～ P.94 P.100～ P.103
成り立つ事柄を表現する
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３．学習指導に当たって
① 予想したりそれを確かめたりすることを通して，考察の対象を明確に捉えることが
できるようにする （対応設問：設問(1)）
考察の対象を明確に捉えることができるようにするために，予想した事柄が別の場合でも
成り立つかどうかを確かめたり，予想した事柄について前提とそれによって説明される結論
の両方を，命題の形で表現したりする場面を設定することが考えられる。
例えば，連続する３つの整数の和について成り立ちそうな事柄を，具体的な数を用いて調
べて予想し，それが他の数でも成り立つかどうかを確かめる活動を取り入れることが考えら
れる。また，予想した事柄を「連続する３つの整数の和は，中央の整数の３倍になる｡」な
どのように，命題の形で表現する活動を取り入れることが大切である。
② 事柄が成り立つ理由を，構想を立て，根拠を明確にして説明できるようにする
（対応設問：設問(2)）
事柄が一般的に成り立つ理由を，構想を立てて説明できるようにするために，文字式や言
葉を用いて解決するための見通しをもち，根拠を明らかにする場面を設定することが考えら
れる。
設問(2)を使って授業を行う際には，３n＋３という表現にとどまっているものを取り上げ，
この式が中央の整数の３倍であることを説明するために，３n＋３を３（n＋１）と変形する
場面を設定することが考えられる。さらに，n ＋１が中央の整数であることを示す必要があ
ることを，具体的な数の例を基に理解し，「n＋１が中央の整数だから，３（n＋１）は中央
の整数の３倍である。」という表現を加えるなどして，説明を改善する活動を取り入れるこ
とが考えられる。
③ 事柄やその説明を基に発展的に考え，見いだした事柄を数学的に表現できるように
する （対応設問：設問(3)）
事柄やその説明を基に発展的に考え，見いだした事柄を数学的に表現できるようにするた
めに，問題の条件を変えるなどして，見いだした事柄の前提に当たる部分と，それによって
説明される結論を明確にして表現する場面を設定することが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には，「連続する３つの整数の和は，中央の整数の３倍にな
る。」という命題について，その前提に含まれる「３つ」，「整数」などに着目し，これらを
「５つ」，「偶数」などに変えると結論がどのように変わるかを考察する活動を取り入れるこ
とが考えられる。その際，「○○は，△△である。」という形に整えるだけでなく，前提と
結論を明確にして，「連続する５つの偶数の和は，中央の偶数の５倍になる。」などと表現
し，それが正しいかどうかを確かめられるようにすることが大切である。
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数学Ｂ３ 事象の図形的な考察と問題解決の方法（ポップアップカード）
１．出題の趣旨
与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。
・事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえること
・数学的な表現を基に，問題解決の過程を評価し，結果を改善すること
・数学的な結果を事象に即して解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること
実生活の場面では，数学的な結果を事象に即して解釈し，問題解決に数学を活用することが
求められることがある。その際，問題解決の方法や手順を考え，それを数学的に説明すること
が大切である。
本問題では，手元にあるポップアップカードの設計図を基にして，新たに設計図をかく場面
を取り上げた。この場面において，カードを９０°に開いたときに四角形ＥＦＧＨが正方形にな
る条件を考察する状況を設けた。さらに，平行四辺形になるための条件を用いて，絵をかく面
ＢＣＧＦを大きくする方法を説明する文脈を設定した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
平面図形と空間図形を関連付けて事象を考察し，その特徴を的確に捉えることができる
かどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図
形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ (1) １ ４ と解答しているもの。 ◎
２ ２ と解答しているもの。
３ ３ と解答しているもの。
４ ８ と解答しているもの。
５ １０ と解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
四角形ＥＦＧＨが正方形になるとき，ＥＦとＦＧの長さは等しくなる。ＥＧの長さは８ｃｍ
なので，ＥＦの長さは４ｃｍとなる。したがって，「４（ｃｍ）」になる。
■誤答について
誤答例として，「２（ｃｍ）」という解答が想定される。これは，四角形ＥＦＧＨの周の長
さを８ｃｍと捉え，そのときの正方形の１辺の長さを求めたと考えられる。
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設問(２)
趣旨
事象を図形に着目して考察した結果を基に，問題解決の方法を図形の性質を用いて数
学的に説明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図
形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ (2) （正答の条件）
次の(a)，(b)について記述しているもの。
(a) ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は平行四辺形であることを用い
ること。
(b) ＥＦ＝ＧＨ（またはＥＨ＝ＦＧ）となる位置に点Ｆをとること。
（正答例）
例 ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は平行四辺形であることを用いて，
ＥＦ＝ＧＨ となる位置に点Ｆをとる。（解答類型１）
(a)，(b)について記述しているもの。
１ ◎
例 ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は平行四辺形になるので，
ＥＦ＝ＧＨ となる位置が点Ｆになる。
(b)についての記述が十分でなく，(a)について記述しているもの。
２ ○
例 ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は平行四辺形であることを
用いて，点Ｆをとる。
(a)についての記述が十分でなく，(b)について記述しているもの。
３ ○
例 平行四辺形になるための条件を用いて，ＥＦ＝ＧＨとなる位置に点Ｆをとる。
(b)のみを記述しているもの。
４ ○
例 ＥＦ＝ＧＨ となる位置に点Ｆをとる。
５ 上記１～４以外で正しく解答しているもの。 ◎
(a)のみを記述しているもの。
６
例 ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は平行四辺形であることを
用いる。
(a)，(b)の両方についての記述が十分でないもの。
７
例 平行四辺形になるための条件を用いて，点Ｆをとる。
８ (a)，(b)の記述に誤りがあるもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
「点Ｆの位置を決める方法」について，「用いるもの」として「２組の向かい合う辺がそれ
ぞれ等しい四角形は平行四辺形であること」などをあげ，「用い方」として「ＥＦ＝ＧＨと
なる位置に点Ｆをとる。」などを明示して記述することを求めた。
■誤答について
誤答例として，「２組の向かい合う辺がそれぞれ平行な四角形は平行四辺形であることを
用いて，ＥＦ＝ＧＨ となる位置に点Ｆをとる。」という記述が想定される。これは，平行四
辺形になるための条件についての理解が十分でないと考えられる。
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３．学習指導に当たって
① 日常的な事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確に捉えられるようにする
日常的な事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確に捉えられるようにするために，
操作や実験を通して図形やその構成要素同士の関係を見いだし，図形の性質や特徴を捉える
活動を取り入れることが考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，実際にポップアップカードを作り，開いていく様子を
観察し，四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺形になることを見いだした上で，その根拠とな
る平行四辺形になるための条件を明らかにする活動を取り入れることが考えられる。
② 問題解決の過程を振り返り，結果を改善することができるようにする
問題解決の過程を振り返って結果を改善することができるようにするために，数学的な表
現を基に結果を導く前提となる条件を見いだし，その条件と結果との関係を捉える場面を設
定することが考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，四角形ＥＦＧＨを正方形にしたり，絵をかく面ＢＣＧＦ
を大きくしたりするために，山折りにする線分の位置や切れ目の長さなどの条件に着目して
問題解決の過程を振り返り，改善の手立てを見いだす場面を設定することが考えられる。具
体的には，設計図を見直し，山折りにする線分を切れ目の中点となる位置からひいたり，切
れ目を伸ばした上で平行四辺形になるための条件を用いて四角形ＥＦＧＨの２組の向かい合
う辺が等しくなる位置に点Ｆをとり，そこから山折りにする線分をひいたりするなどの改善
の手立てを見いだす活動を取り入れることが考えられる。
③ 問題解決の方法や手順を，数学的な表現を用いて的確に説明できるようにする
（対応設問：設問(2)）
様々な問題を解決できるようにするために，問題解決の方法に焦点を当て，何をどのよう
に用いればよいかを明らかにできるようにすることが考えられる。その際，図形の性質など
の「用いるもの」とその「用い方」について説明する場面を設定することが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，図２の設計図とポップアップカードを関連付けて観
察し，平行四辺形になるための条件を用いて，ＥＦ＝ＧＨ となる位置に点Ｆをとればよい
ことについて説明する活動を取り入れることが考えられる。
４．出典等
図１，図３，図５にある絵は，文部科学省「生涯学習のマスコット“マナビィ”」である。
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数学Ｂ４ 証明を振り返り，発展的に考えること（正方形から平行四辺形）
１．出題の趣旨
図形の証明を読み，次のことができるかどうかをみる。
・証明を振り返り，新たな性質を見いだすこと
・発展的に考えて証明すること
証明の学習では，証明を読み，振り返って新たにわかる事柄を考えること，さらに発展的に
考えて証明することが大切である。
本問題では，正方形の性質や三角形の合同条件を用いて，線分の長さが等しいことを証明す
る場面を取り上げた。具体的には，証明に用いた事柄を根拠として，問題の図形において新た
にわかることを指摘する状況を設けた。さらに，証明を振り返り，正方形についての証明を基
に，平行四辺形についての証明を完成する文脈を設定した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
証明を振り返り，新たな性質を見いだすことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ア 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解すること。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ＡＥＢ＝∠ＣＦＤ） ◎
２ イ と解答しているもの。（ＡＦ＝ＢＥ）
３ ウ と解答しているもの。（∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ）
４ エ と解答しているもの。（ＢＥ＝ＤＦ）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，「ＢＥ＝ＤＦ」の選択が想定される。これは，ＢＥ＝ＤＦは仮定として使わ
れていることを理解できていないと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ｂ４(3)
証明で用いた三角形の合同を根拠として，
67.0％ P.78～ P.81
P.273，
新たにわかることを選ぶ P.278～ P.279
H21Ｂ４(2)
証明で用いた三角形の合同を根拠として，
64.2％ P.76～ P.79
P.318，
証明したことと仮定以外にわかることを選ぶ P.321～ P.322
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設問(２)
趣旨
発展的に考え，条件を変えた場合について証明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ (2) （正答の条件）
次の(a)，(b)とそれぞれの根拠を記述し，証明しているもの。
(a) 「ＡＢ＝ＣＤ」
(b) 「∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ」
（正答例）
例 平行四辺形の対辺は等しいから，
ＡＢ＝ＣＤ ……②
平行四辺形の対角は等しいから，
∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ ……③ （解答類型１）
１ (a)，(b)とそれぞれの根拠を記述しているもの。 ◎
上記１について，(a)と(b)の根拠の表現が十分でないもの。
２
例 対辺は等しいから，
○
ＡＢ＝ＣＤ ……②
対角は等しいから，
∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ ……③
(a)，(b)の根拠が抜けているもの。
３ ○
例 ＡＢ＝ＣＤ ……②
∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ ……③
４ 上記１～３以外で，正しく証明しているもの。 ◎
上記４について，根拠が抜けていたり，根拠の表現が十分でなかったりするが，
５ 証明の筋道が正しいとわかるもの。 ○
（表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたりするものを含む。）
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上記１～３について，(a)，(b)の根拠に誤りがあるもの。
６
例 平行四辺形の辺はすべて等しいから，
ＡＢ＝ＣＤ ……②
平行四辺形の角はすべて等しいから，
∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ ……③
７ (b)について「∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ＝９０°」と記述しているもの。
８ (a)，(b)の記述に誤りがあるもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■誤答について
誤答例として，ＡＥ＝ＣＦ を仮定として用いた記述が想定される。これは，証明におけ
る仮定と結論を区別できていないと考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成22年度【中学校】数学Ｂ４(2)
２つの線分の長さが等しいことを，三角形の合同を利用して証明する。(正答率48.2％)
（参照）「平成22年度【中学校】解説資料」P.78～ P.81
「平成22年度【中学校】報告書」P.289，P.292～ P.295
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３．学習指導に当たって
① 証明を振り返り，新たな性質を見いだすことができるようにする
（対応設問：設問(1)）
証明の結果や過程を振り返り，新たな性質を見いだすことができるようにするために，証
明を書くことだけではなく，証明を読む場面を設定することが考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，証明の過程で用いた事実や得られた結論に着目し，
新たな性質を見いだす活動を取り入れることが考えられる。例えば，三角形の合同を用いて
証明した後に，証明を振り返り，用いた関係と結論を次のように書き出して整理し，新たな
性質を見いだす活動を取り入れることが考えられる。
＜証明の振り返り＞
桃子さんの証明では，
[用いる関係] △ＡＢＥ≡△ＣＤＦ
ＢＥ＝ＤＦ を示すために，
ＡＢ＝ＣＤ 「ＢＥ＝ＤＦ，ＡＢ＝ＣＤ，∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ」
∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ を用いていることがわかる。三角形の合同
条件は，三角形の対応する辺や角の６つの
相等関係のうち，３つの関係で合同を示す
△ＡＢＥ≡△ＣＤＦ ものである。
よって，合同を示す際に用いた条件以外
の３つの相等関係を見いだすことができる。
[結論] つまり，ここで示した結論
ＡＥ＝ＣＦ 「ＡＥ＝ＣＦ」
の他にも２つの性質
[見いだせる性質] 「∠ＢＡＥ＝∠ＤＣＦ，∠ＡＥＢ＝∠ＣＦＤ」
∠ＢＡＥ＝∠ＤＣＦ を△ＡＢＥ≡△ＣＤＦから見いだすことがで
∠ＡＥＢ＝∠ＣＦＤ きる。
② 問題の条件を変えて，発展的に考えることができるようにする（対応設問：設問(2)）
問題の条件を変えて，発展的に考えることができるようにするために，証明を読み，結論
が成り立つために欠かせない条件や性質を捉える場面を設定することが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，証明に用いた合同条件「２組の辺とその間の角がそ
れぞれ等しい」と相等関係「ＢＥ＝ＤＦ，ＡＢ＝ＣＤ，∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ＝９０°」を照らし
合わせ，正方形の場合の証明において９０°という条件を用いていないことを見いだすことに
よって，正方形を平行四辺形に変えても同じ結論が成り立つことを導く場面を設定すること
が考えられる。なお，このように特殊から一般へと発展的に考えることは，第３学年の三平
方の定理の証明や円周角の定理の証明などでも大切である。
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数学Ｂ５ 情報の適切な選択と判断（落とし物調査）
１．出題の趣旨
資料に基づいて不確定な事象を考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。
・必要な情報を適切に選択し，判断すること
・事象を数学的に解釈し，その根拠を数学的な表現を用いて説明すること
・結果を振り返って問題解決のための新たな構想を立てること
実生活の場面では，情報を適切に読み取ったり，情報を基に判断の理由を説明したりするこ
とが求められる場合がある。その際，ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向を捉え説明す
ることが大切である。
本問題では，１回目と２回目の落とし物調査の結果を，表とグラフを基に比較する場面を取
り上げた。この場面において，平均値だけでなくグラフも見ることにより，「１回目より２回
目の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れない」ことを捉える状況を設けた。さらに，
学級の落とし物の状況を文字を用いた式で表し，表彰する学級の決め方を考える文脈を設定した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔小学校第５学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 百分率について理解できるようにする。
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。
■評価の観点
数量や図形についての技能（小学校）
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (1) １ ２０１÷３０５または，２０１÷３０５を用いた正しい式を解答しているもの。 ◎
２ ０．６６や６６％など，上記１を計算して割合を解答しているもの。 ○
３ ３０５÷２０１または，３０５÷２０１を用いた式を解答しているもの。
４ １．５２や１５２％など，上記３を計算して割合を解答しているもの。
５ 上記２，４以外で，数値を解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
拓也さんが作った表から，１回目の調査での落とし物の合計は３０５個，文房具は２０１個
であることがわかる。よって，落とし物の合計のうち，文房具の占める割合は，２０１÷３０５
で求められる。したがって，「２０１÷３０５」になる。
■誤答について
誤答例として，「３０５÷２０１」という解答が想定される。これは，比べられる量をもとに
する量でわることによって割合は求められることの理解が十分でないと考えられる。
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設問(２)
趣旨
資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる
かどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (2) （正答の条件）
次の(a)，(d)，または(b)，(d)，または(c)，(d)について記述しているもの。
(a) ２回目の調査結果では，落とし物が極端に少ない学級があるから，平均値が下
がっていること。
(b) １学級を除くとグラフの形がほとんど変わっていないこと，最頻値が変わら
ないこと，中央値が含まれる階級が変わらないことのいずれか。
(c) 落とし物の個数が２４個以上２７個以下の学級が増えていること。
(d) １回目の調査結果より２回目の調査結果の方が，必ずしもよくなったとは言
い切れないこと。
（正答例）
例１ ２回目の調査結果では，落とし物が１学級だけ極端に少ないから平均値が下
がっているだけで，他の学級の落とし物の状況がよくなっているとは限らない
から，１回目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。
（解答類型１）
例２ ２回目の調査結果では，落とし物の個数が０個以上３個以下の学級が１学級
あるけれど，それを除けばグラフの形は大きく変わっていないから，２回目の
調査結果の方がよかったとは言い切れない。（解答類型２）
例３ 落とし物の個数が２４個以上２７個以下の学級は２回目の方が１学級多いから，
２回目の調査結果の方がよかったとは言い切れない。（解答類型３）
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(a)，(d)について記述しているもの。
１ 例 ２回目の調査結果では，落とし物が１学級だけ極端に少ないから平均値 ◎
が下がっているだけで，他の学級がよくなっているとは限らない。だから
１回目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。
(b)，(d)について記述しているもの。
例１ １学級を除いても，全体のグラフの形はほとんど変わっていないから，
１回目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。
２ ◎
例２ 最頻値は２１．５個で変わらないから，２回目の方がよくなったとは言い
切れない。
例３ 中央値が含まれる階級は２０個以上２３個以下の階級で変わらないから，
２回目の方がよくなったとは言い切れない。
(c),(d)について記述しているもの。
３ ◎
例 落とし物が２４個以上２７個以下の学級が増えているから，２回目の方が
よくなったとは言い切れない。
(a)について記述しているもの。
４ ○
例 ２回目の調査結果では，落とし物が０個以上３個以下の学級があるために，
総数や平均値が下がっているから。
(b)について記述しているもの。
例１ グラフの形は１学級を除くとほとんど変わっていないから。
５ ○
例２ 最頻値は２１．５個で変わらないから。
例３ 中央値が入る階級は２０個以上２３個以下の階級で変わらないから。
(c)について記述しているもの。
６ ○
例 落とし物が２４個以上２７個以下の学級が１学級増えているから。
誤った数学的根拠を記述しているもの。または，優香さんが作ったグラフを
根拠としているが，グラフの読み取りに誤りがあるもの。
７ 例１ ２回目は２４個以上２７個以下の学級と，０個以上３個以下の学級が増
えているから。
例２ 落とし物が２４個以上２７個以下の学級が２学級増えているから。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■誤答について
誤答例として，「落とし物をしている学級の合計は１５学級で変わらないから，２回目の
調査結果が１回目の調査結果より必ずしもよくなったとは言い切れない」という記述が想定
される。これは，落とし物調査が全１５学級で行われ，グラフではその１５学級の落とし物
の様子が表されていることが捉えられなかったと考えられる。
設問(３)
趣旨
結果を振り返って立てられた新たな構想に沿って，事象を数学的に表現し，その意味
を的確に解釈することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ (3) １ ア と解答しているもの。（ a ＋２b の値が最も大きい学級にする。）
２ イ と解答しているもの。（ a ＋２b の値が最も小さい学級にする。） ◎
３ ウ と解答しているもの。（２a ＋ b の値が最も大きい学級にする。）
４ エ と解答しているもの。（２a ＋ b の値が最も小さい学級にする。）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
記名のある落とし物を a 個，記名のない落とし物を b 個としたとき，記名のある落とし物
を１個１点，ない落とし物を１個２点とすると，各学級の点数は a ＋２b で表される。落と
し物の合計が少なく，落とし物の中でも記名のある落とし物が多い学級は， a ＋２b の値が
小さくなる。したがって，「a ＋２b の値が最も小さい学級にする。」になる。
■誤答について
誤答例として，「２a ＋ b の値が最も大きい学級にする。」の選択が想定される。これは，
落とし物の合計の数に関わらず，記名のある落とし物が多ければ取り組みがよいと捉えたと
考えられる。
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３．学習指導に当たって
① 不確定な事象を考察する場面で，目的に応じて情報を選択し，数学的に表現できる
ようにする （対応設問：設問(1)，(3)）
目的に応じて選択した情報を数学的に表現できるようにするために，事象を目的に応じて
数値化し，その結果を用いて判断する場面を設定することが考えられる。
例えば，設問(1)のように割合で表したり，設問(3)のように記名のある落とし物１個を１
点，記名のない落とし物１個を２点として重み付けをした数値を用いたりする場面を設定す
ることが考えられる。また，設問(3)のように重み付けをして数値化する際には，不確定な
事象を式を用いて表したり，その式から状況を把握したりする場面を設定することが考えら
れる。
また，Ａに対するＢの割合はＢ÷Ａで求められるが，Ａ÷Ｂと考える生徒がいると考えら
れるので，Ａを１としたときのＢの値という割合の意味を確認する場面を設定することが大
切である。
② 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする
（対応設問：設問(2)）
資料の傾向を的確に捉えることができるようにするために，代表値をデータの分布ととも
に捉える場面を設定することが考えられる。
例えば，設問(2)のように，分布の中に極端に離れた値がある場合には，平均値だけでは
分布の特徴を的確に把握することができないので，分布を表したグラフに戻って他の代表値
に目を向けたり，グラフの形に着目したりする場面を設定することが考えられる。その際，
判断の理由を互いに伝え合い，他者の主張を批判的に考察できるようにすることが大切であ
る。また，２回目の調査結果が１回目の調査結果より必ずしもよくなったとは言い切れない
ことの理由として，「最大値が含まれる階級の度数が増えていること」などの内容を指摘で
きるようにすることも考えられる。
③ 日常生活や社会における問題に対して，資料を用いて傾向を捉え，解決のための構想
を立てて実践することができるようにする
日常生活や社会における問題の解決の構想を立てることができるようにするために，デー
タを収集し，コンピュータなどを利用して処理し，資料の傾向を捉え説明するという一連の
活動を経験する機会を設けることが考えられる。
例えば，本問題のように，落とし物が多く，物を無駄にしているという問題に対して落と
し物調査を行い，その結果を処理し傾向を捉えることや，それに基づいて改善すべき点や改
善のための新たな構想について話し合う活動を取り入れることが大切である。さらに，新た
な構想に基づいて実践し，その効果についてデータを収集して評価する活動を取り入れるこ
とも考えられる。
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（参考）
「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」においても，次のような問題が出題されている。
「ＰＩＳＡの問題できるかな？ ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」P.138
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「ＰＩＳＡの問題できるかな？ ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」P.144～ P.145
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数学Ｂ６ 関数の視点からの図形の考察（円錐の大きさ）
１．出題の趣旨
図形の性質を数量の関係に着目して捉え直す場面で，次のことができるかどうかをみる。
・結果を振り返り，事象を数学的に解釈すること
・問題解決の方法を数学的に説明すること
図形を関数的に考察する場面では，辺の長さや角の大きさなどの数量に着目し，図形を変形
した際のそれらの変化や対応を捉えることが大切である。
本問題では，色々な大きさのおうぎ形をもとに，円錐の側面を作り，それに合った底面を作
る場面を取り上げた。この場面において，底面になる円の半径の長さを定めたときに，側面に
なるおうぎ形の中心角の大きさを求める方法を説明する文脈を設定した。
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２．解説
設問(１)
趣旨
与えられた式を基に，事象における２つの数量の関係が比例であることを判断できる
かどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ (1) １ ア と解答しているもの。（比例する。） ◎
２ イ と解答しているもの。（反比例する。）
３ ウ と解答しているもの。（比例でない一次関数である。）
４ エ と解答しているもの。（比例，反比例，一次関数のいずれでもない。）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
x
y ＝ について，a は一定なので，x と y の関係は y ＝ ax の形で表される。したがって，３０
「 y は x に比例する。」になる。
■誤答について
x
誤答例として，「 y は x に反比例する。」の選択が想定される。これは，y ＝ について，３０
右辺が分数で表されていることから，反比例と捉えたと考えられる。
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設問(２)
趣旨
与えられた表や式を用いて，問題を解決する方法を数学的に説明することができるか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
■評価の観点
数学的な見方や考え方
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ (2) （正答の条件）
アを選択し，次の(a)，(c)について記述しているもの，または，イを選択し，次の
(b)，(c)について記述しているもの。
(a) 表の数値の変化や対応をみること。または，比例定数を求めること。
(b) 式に値を代入すること。
(c) y の値が８のときの x の値を求めること。
（正答例）
＜アを選択した場合＞
例１ 表から変化の割合を調べて，y が８のときの x の値を求める。（解答類型１）
＜イを選択した場合＞
例２ 中心角の大きさと半径の長さの関係を表す式に y ＝８ を代入して，x の値
を求める。（解答類型５）
ア (a)，(c)について記述しているもの。
１ を ◎
選 例 x が y の何倍かを調べて，y が８のときの x の値を求める。
択 (c)について記述が十分でなく，(a)について記述しているもの。
２ ○
例 x が y の何倍かを調べて，y についての x の値を求める。
(c)について記述がなく，(a)について記述しているもの。
３
例 表の数値の変化をみる。
４ 上記以外の解答，または無解答
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イ (b)，(c)について記述しているもの。
５ を ◎
選 例 式に y ＝８ を代入して，x の値を求める。
択 (c)について記述が十分でなく，(b)について記述しているもの。
６ ○
例 式に８を代入して，x の値を求める。
(c)について記述がなく，(b)について記述しているもの。
７
例 値を代入して求める。
８ 上記以外の解答，または無解答
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
この問題は，表や式の用い方が適切であるかどうかをみるものであり，どちらの選択肢を
選んでもかまわない。
「ア 中心角の大きさと半径の長さの表」を選択し，その「用い方」として「表から変化
の割合を調べて，y が８のときの x の値を求める。」などを明示して記述すること，または，
「イ 中心角の大きさと半径の長さの関係を表す式」を選択し，その「用い方」として「中
心角の大きさと半径の長さの式の y に８を代入し，x の値を求める。」などを明示して記述
することを求めた。
■誤答について
誤答例として，「（アを選択） y が８のときの x の値を求める。」という記述が想定される。
これは，表の「用い方」として変化の割合について記述する必要があることの理解が十分
でないと考えられる。
-123-
３．学習指導に当たって
① 数量の関係を的確に捉え，その関係を数学的に表現することができるようにする
（対応設問：設問(1)）
数量の関係を的確に捉え，その関係を数学的に表現することができるようにするために，
具体的な事象における数量の関係を表す式から，関数関係を読み取る活動を取り入れること
が考えられる。
設問(1)を使って授業を行う際には，表から式をつくる活動にとどまらず，式の形から関
x １数関係を読み取る活動を取り入れることが考えられる。例えば，y ＝ を y ＝ x とい３０ ３０
１
う形の式に変形し， を定数 a とみて y ＝ ax の形になっていることを読み取り，「 y は x３０
に比例する。」と表現する場面を設定することが考えられる。さらに，事象に即して「底面
になる円の半径の長さは，側面になるおうぎ形の中心角の大きさに比例する。」と表現でき
るようにすることも大切である。
② 問題解決のために数学を活用する方法を考え，説明できるようにする
（対応設問：設問(2)）
様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために，問題解決の方法に焦点を当て，
何をどのように用いればよいかを明らかにできるようにすることが考えられる。その際，表，
式，グラフなどの「用いるもの」とその「用い方」について説明する場面を設定することが
考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，側面になるおうぎ形の中心角の大きさを求める方法
について，「用いるもの」を表と式に限定した上で，「用い方」として，「表の数値の変化や
対応をみて，y が８のときの x の値を求める。」や「式に y ＝８ を代入して，x の値を求める。」
などと説明できるようにすることが考えられる。さらに，側面になるおうぎ形の中心角の大
きさを求めた後に，問題解決の過程を振り返り，問題解決の方法を説明する活動を取り入れ
ることも大切である。
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
２４ －
５
４
x
n
＋
１２
x
－
５
１０
３５
a
２１
２３
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
（
例
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
２
組
の
辺
と
そ
の
間
の
角
６
３
１
４０
０
５２ ４ １２
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
（
例
）
映
像
の
明
る
さ
は
投
映
画
面
の
面
積
に
反
比
例
す
る
か
ら
，
投
映
画
面
の
面
積
を
倍
に
す
る
と
，
映
像
の
明
る
さ
は
２
倍
に
な
る
。
２１
n
＋
１
は
中
央
の
整
数
だ
か
ら
，
３（
n
＋
１
）
は
中
央
の
整
数
の
３
倍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
連
続
す
る
３
つ
の
整
数
の
和
は
，
中
央
の
整
数
の
３
倍
で
あ
る
。
（
例
）
連
続
す
る
５
つ
の
整
数
の
和
は
，
中
央
の
整
数
の
５
倍
に
な
る
。
（
例
）
２
組
の
向
か
い
合
う
辺
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
四
角
形
は
平
行
四
辺
形
で
あ
る
こ
と
を
用
い
て
，
Ｅ
Ｆ
＝
Ｇ
Ｈ
と
な
る
位
置
に
点
Ｆ
を
と
る
。
０
．６
x
３
×
２０
４
（
例
）
３（
n
＋
１
）
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
（
例
）
平
行
四
辺
形
の
対
辺
は
等
し
い
か
ら
，
Ａ
Ｂ
＝
Ｃ
Ｄ
…
…
②
平
行
四
辺
形
の
対
角
は
等
し
い
か
ら
，
∠
Ａ
Ｂ
Ｅ
＝
∠
Ｃ
Ｄ
Ｆ
…
…
③
（
例
）
２
回
目
の
調
査
結
果
で
は
，
落
と
し
物
が
１
学
級
だ
け
極
端
に
少
な
い
か
ら
平
均
値
が
下
が
っ
て
い
る
だ
け
で
，
他
の
学
級
の
落
と
し
物
の
状
況
が
よ
く
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
，
１
回
目
よ
り
２
回
目
の
方
が
よ
く
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
（
例
）
表
か
ら
変
化
の
割
合
を
調
べ
て
，
y
が
８
の
と
き
の
x
の
値
を
求
め
る
。
（
例
）
２０
１
÷
３０
５
-129-
-130-
??
???? ????
-131-
Ａ 主として「知識」に関する問題
問題番号 解 答 類 型 正答
４ ２． １ (６，２)，(５，０)，(８，０) と解答しているもの。 ◎
２ (９，２)，(８，０)，(１１，０) と解答しているもの。
上記１，２以外で，△ＡＢＣを x 軸の正の方向に平行移動した図形の３つの
３
頂点の座標を解答しているもの。
上記１～３以外で，△ＡＢＣと合同な三角形の３つの頂点の座標を解答して
４
いるもの。
５ △ＡＢＣと合同でない三角形の３つの頂点の座標を解答しているもの。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
解答類型（点字問題部分）
Ａ 主として「知識」に関する問題
-132-
問題番号 解 答 類 型 正答
13 １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。
３ ウ と解答しているもの。
４ エ と解答しているもの。
５ オ と解答しているもの。 ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
解答類型（点字問題部分）
Ａ 主として「知識」に関する問題
-133-
-134-
??
?????? ????
-135-
拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成しているが，弱視生徒の見え方や  
それに伴う負担等を考慮して，Ｂ４判にするとともに，次のような配慮を行っている。 
(1) 文字の大きさを２２ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。 
(2) 十分な字間及び行間等に設定する。 
(3) 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。 
 
 
 
【通常問題（抜粋）】 Ａ４(1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ４(1)では，下のような配慮を行い，次のページのようにした。 
① 「直線ℓ上の点Ｐ」を表す図を最初に配置して，①，②，③の手順を表す図を拡大して   
提示している。 
② 設問及び選択肢と，解答に必要となる作図の方法を，見開きページで提示している。 
③ 選択肢の文のまとまりが捉えやすくなるように，選択肢間の行間を広くしている。 
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【拡大問題（抜粋）】 Ａ４(1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【通常問題（抜粋）】 中学校数学 Ｂ ４ 
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【通常問題（抜粋）】 Ｂ４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ４では，下のような配慮を行い，次のページのようにした。 
① 文字や行間を拡大するとともに，設問(2)の解答欄の大きさを拡大している。また，それ
に伴って，桃子さんの証明の枠の大きさを，設問(2)の証明の枠と同じ大きさにし，文字や
行間を拡大するとともに，レイアウトの変更を行っている。 
② 設問(1)では桃子さんの証明が解答に必要となること，設問(2)では平行四辺形の図が 
解答に必要となることから，両設問ともにそれらを見開きページで提示している。 
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【拡大問題（抜粋）】 Ｂ４ 
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